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問 地域医療推進課（☎ 21-1324）

4月1日
全施設

希
望
の
丘

運
営
開
始

病
院
跡
地
に
、
官
・
民
の
力
で
各
種
施
設
が
充
実

「
健
康
・
子
育
て
日
本
一
」
へ
の
新
た
な
幕
開
け

掛
川
で
暮
ら
し
続
け
る
希
望

平
成
25
年
４
月
30
日
に
閉
院
し
た
掛
川
市

立
総
合
病
院
の
跡
地
が
「
希
望
の
丘
」
と
し

て
整
備
さ
れ
４
月
１
日
、
全
て
の
施
設
が
運

営
を
開
始
し
ま
す
。

希
望
の
丘
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
含
め
、

全
て
の
世
代
の
人
が
住
み
な
れ
た
掛
川
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
介
護
・
教
育
施
設
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

隣
の
市
へ
通
っ
て
い
た
特
別
支
援
学
校
へ

の
通
学
負
担
の
軽
減
、
待
機
児
童
や
介
護
施

設
の
入
所
待
ち
の
低
減
、
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
退
院
後
の
後
方
支
援
の
充
実
な
ど

が
達
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い

世
代
間
交
流
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
の
ふ

れ
あ
う
機
会
の
増
加
、
さ
ら
に
は
、
健
康
意

識
の
高
揚
を
図
る
場
が
で
き
る
こ
と
で
、
健

■掛川東病院（240床）
回復期リハビリテーション機能を持つ療養型の病院。中東遠総合
医療センターなどの急性期医療の後方支援機能を受け持つ

■生活介護事業所ぴの　ほーぷ（定員20人）
主に痰の吸引など、医療的ケアが必要な
人を含む重症心身障がいのある人が日中に
通う通所
施設（社会
福祉法人　
和松会）

■かけがわのぞみ保育園（定員120人）
認可保育所。0歳児から5歳児までが対象。
隣接する特別養護老人ホームとの相互交流
を図る
（社会福祉
法人　春献
美会）

■特別養護老人ホーム　ラスール掛川
（定員100人）

■介護老人保健施設　桔梗の丘
（100床）

介護認定を受けた高齢者が、在
宅復帰を目標に医師などの指導を
受けながら機能回復を図る施設
（医療法人社団　綾和会）

オ

ー

プ

ン

康
・
子
育
て
日
本
一
に
向
け
た
体
制
が
充
実

し
ま
す
。

B

B

C

D2

D1
介護認定を受けた高
齢者が、介護を受けな
がら日常生活を過ごす
施設。隣接する保育園
との相互交流を図る
（社会福祉法人　湖星会）

たん

りょうわ

わしょう

しゅんけん

こ せい

び
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市
内
に
選
択
肢
の
あ
る
安
心

平
成
25
年
４
月
30
日
に
閉
院
し
た
掛
川
市

立
総
合
病
院
の
跡
地
が
「
希
望
の
丘
」
と
し

て
整
備
さ
れ
４
月
１
日
、
全
て
の
施
設
が
運

営
を
開
始
し
ま
す
。

希
望
の
丘
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
含
め
、

全
て
の
世
代
の
人
が
住
み
な
れ
た
掛
川
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
介
護
・
教
育
施
設
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

隣
の
市
へ
通
っ
て
い
た
特
別
支
援
学
校
へ

の
通
学
負
担
の
軽
減
、
待
機
児
童
や
介
護
施

設
の
入
所
待
ち
の
低
減
、
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
退
院
後
の
後
方
支
援
の
充
実
な
ど

が
達
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い

世
代
間
交
流
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
の
ふ

れ
あ
う
機
会
の
増
加
、
さ
ら
に
は
、
健
康
意

識
の
高
揚
を
図
る
場
が
で
き
る
こ
と
で
、
健

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
・
教
育
の
各

施
設
が
希
望
の
丘
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
で
、

切
れ
目
の
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
（
地
域
包

括
ケ
ア
）
が
よ
り
充
実
し
ま
す
。

市
内
に
多
種
多
様
な
選
択
肢
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
健
康
に
不

安
が
あ
る
人
、
介
護
が
必
要
な
人
、
急
性
期

医
療
を
終
え
た
人
な
ど
が
、
住
み
な
れ
、
親

し
み
の
あ
る
こ
の
地
で
生
活
し
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

各
種
調
査
か
ら
も
、
在
宅
で
の
生
活
を
希

望
す
る
声
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
希
望
の
丘
に
「
中
部
ふ
く
し
あ
」
が
開

設
す
る
こ
と
で
市
内
の
全
エ
リ
ア
に
在
宅
支

援
体
制
が
整
い
、
希
望
の
丘
の
施
設
を
は
じ

め
、
事
業
者
に
よ
る
各
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
暮

ら
し
方
の
選
択
肢
が
増
え
ま
す
。

こ
れ
ら
多
種
多
様
な
選
択
肢
の
も
と
、
家

庭
、
地
域
、
行
政
、
民
間
事
業
所
が
協
働
し

て
、
お
互
い
を
尊
重
し
支
え
合
う
、
「
健

康
・
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
大
き
く
踏
み
出
し
ま
す
。

４
月
25
日
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
各
施
設
を
見
学
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

「希望の丘」4月 1日 GrandOpen

■放課後等デイサービス
　センター　はるかぜ

（定員 20人）
心身に障がいのある子
どもたちの放課後と長期
休暇の活動支援を行う
（社会福祉法人　掛川市社
会福祉協議会）

■静岡県立掛川特別支援学校
知的障がいのある、または
肢体不自由で知的障がいのあ
る小中高校生を対象にした特
別支援学校。掛川・菊川・御
前崎の各市から通学（大須賀
区域は従来どおり袋井へ通
学）（静岡県）

■中部ふくしあ
在宅生活の総合支援を行う地域拠点。医療、保健、
福祉、介護の総合相談・支援窓口。掛川第三、第四、
第五、南郷、西南郷、上内田、曽我地区が対象
■小笠掛川急患診療所
平 日 夜 間、休 日、

年末年始などの初期
救急を行う。新たに
歯科診療も加わる。
掛川医療センターか
ら移設（掛川市）

志村英紀さん（中央）、彩芭さん（右）、柚芽さん（左）親子（杉谷南）
いろ は ゆ め

康
・
子
育
て
日
本
一
に
向
け
た
体
制
が
充
実

し
ま
す
。

A

E2

E1

E1

■D1■D2■E1

■E2

■C■B

■A
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大須賀

西部
東部

中部

大東

西部ふくしあ
 　☎29-5977（下垂木）
対象地区
　西郷、原泉、原田、
　原谷、桜木、和田岡

南部大須賀ふくしあ
　☎48-1007（西大渕）
対象地区：大須賀区域

南部大東ふくしあ
　☎72-1116（三俣）
対象地区：大東区域

中部ふくしあ
 　☎28-9713（杉谷南）
対象地区
　掛川第三、第四、第五、
　南郷、西南郷、上内田、
　曽我　

東部ふくしあ
　☎61-2900（薗ヶ谷）
対象地区
　掛川第一、第二、
　西山口、東山口、
　日坂、東山、粟本、
　城北、倉真

こ
れ
か
ら
の
医
療
や
介
護
、福
祉
は
、市
民
、地
域
、病
院
、施
設
が
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
り
、市
民
協
働
で
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、希
望
の

丘
に
オ
ー
プ
ン
す
る「
ふ
く
し
あ
」は
、在
宅
医
療
・
介
護
に
、ま
た「
急
患
診
療
所
」

は
、上
手
な
医
療
機
関
の
か
か
り
方
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

市
内
５
か
所
の
「
ふ
く
し
あ
」
体
制
整
う

待
望
の
「
中
部
ふ
く
し
あ
」
が
希
望
の

丘
に
開
設
し
、
市
内
全
エ
リ
ア
に
「
ふ
く

し
あ
」
体
制
が
整
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
あ
」
は
、
住
み
な
れ
た
掛
川
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
在
宅
生
活
を
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
視
点
か
ら
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
全
世
代
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
齢
や
状
態
に
か
か
わ
ら

ず
対
応
で
き
る
よ
う
行
政
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
官
民
複
合
の

４
つ
の
業
種
が
同
じ
事
務
所
内
に
同
居
し

窓
口
を
一
本
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
か
し
な

が
ら
、
支
援
の
必
要
な
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
に
助
言
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
５
か
所
に
設
置
さ
れ
た
地

域
密
着
型
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
生
委
員
、
福

祉
・
介
護
・
医
療
関
係
者
、
市
民
団
体
、
自

治
会
な
ど
の
連
携
が
と
り
や
す
く
、
地
域

資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
細
か
く
つ
な

急
医
療
の
お
知
ら
せ
」
参
照
）
。

現
在
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平

日
夜
間
や
休
日
な
ど
の
救
急
外
来
で
は
、

軽
症
や
緊
急
性
が
低
い
人
の
受
診
が
増

え
、
入
院
治
療
や
手
術
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
重
症
患
者
の
救
急
医
療
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
病
院
が
本
来
の
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
に
も
、
平
日
夜
間
や
休
日

に
お
け
る
軽
症
な
ど
の
初
期
救
急
は
、
ま

ず
は
急
患
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
の
丘
に
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
後
方
支
援
と
な
る
療
養
型
病

院
が
で
き
、
入
院
や
手
術
の
受
け
入
れ
が

円
滑
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
や
急
患
診
療
所
、
急
性
期
病

院
、
後
方
支
援
病
院
な
ど
の
役
割
を
意
識

し
使
い
分
け
る
こ
と
が
、
良
質
な
医
療
を

受
け
続
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
掛
川
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

今
年
度
実
施
し
た
「
ふ
く
し
あ
ニ
ー
ズ

調
査
」
（
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

中
）
か
ら
、
多
く
の
市
民
が
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
在
宅
生
活
を
望
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
在
宅
生
活
に

重
点
を
置
き
な
が
ら
も
、
状
況
に
応
じ
て

病
院
や
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
と
の
声
も
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
幅
が
、
希
望
の
丘
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
っ
て
広
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

は
３
月
末
で
廃
止
、
４
月
１
日
か
ら
は
市
の

直
営
で
「
小
笠
掛
川
急
患
診
療
所
」
と
し
て

希
望
の
丘
に
新
設
し
ま
す
（
16
ペ
ー
ジ
「
救

現
在
、
平
日
夜
間
、
休
日
、
年
末
年
始
な

ど
の
救
急
診
療
を
行
っ
て
い
る
小
笠
医
師

会
の
「
掛
川
医
療
セ
ン
タ
ー
急
患
診
療
室
」

希
望
の
丘
で
在
宅
生
活
へ
の
対
応
の
幅
広
が
る

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
へ

平
日
夜
間
や
休
日
の
初
期
救
急
は
「
急
患
診
療
所
」
へ

「お互いさま」と「感謝の気持ち」で信頼関係を
みなさんは、自分のこと、病気のこ

と、病院のことをご存知ですか。自分
の状態を知らず、さらに知識がない
と、体調の悪化は不安ですよね。
まずは、自身の健康を意識して病院

にかからない体をつくる。そして、病
院や病気の知識を得ることで、救急車
を呼ぶ、明日まで待つ、急患診療所を
利用するなどの判断が自然とできるよ
うになっていきます。もちろん、普段

から何でも話せて相談できる「かかり
つけ医」を持つことも大切ですね。
医療の原点は人と人。病院、利用
者、と区別せず、同じ地域の人同士だ
と考えれば「お互いさま」と「感謝の
気持ち」が自然と生まれると思いま
す。必要なときに必要な人が医療を受
けられる環境づくりは、みなさんのそ
んな思いやりひとつから始められるの
ではないでしょうか。

f.a.n. 地域医療を育む会
副会長
松本敬枝さん（上内田）

ゆきえ

f.a.n. 地域医療を育む会：医療や健康に関する普及啓発を市民目線で取り組む市民団体（会員数約150人）
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■掛川市主催「地域医療講演会」
　　　地域医療推進課（☎21-1324、FAX
　21-1164、Eメール：iryou@city.kakegawa.
　shizuoka.jp）

「希望の丘」4月 1日 GrandOpen

希
望
の
丘
は
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
介
護
・
教
育
に
関
す
る
施
設

を
官
民
の
力
を
活
用
し
、
市
の
健
康

医
療
の
中
核
ゾ
ー
ン
と
し
て
総
合
的

に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
単
な
る
施
設
整
備
で
は

な
く
、
色
々
な
機
能
を
持
っ
た
施
設

が
集
約
化
し
、
地
元
の
み
な
さ
ん
と

も
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
独
で

は
望
め
な
い
円
滑
な
連
携
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
特
別
支
援
学
校
の
生

徒
が
高
齢
者
や
児
童
施
設
で
実
習
し

た
り
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の
世
代
間

交
流
で
あ
っ
た
り
、
各
施
設
の
行
事

に
ほ
か
の
施
設
や
市
民
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
た
り
と
い
う
、
多
種
類
の

施
設
と
市
民
の
み
な
さ
ん
が
協
働
す

る
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
を
、
全
国

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
「
市
民
に
開
か
れ
、
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
美
し

く
」
を
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
全
市

民
が
憩
え
る
場
所
と
し
て
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
希
望
の

丘
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
ゾ
ー
ン
に
も

な
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

急
医
療
の
お
知
ら
せ
」
参
照
）
。

現
在
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平

日
夜
間
や
休
日
な
ど
の
救
急
外
来
で
は
、

軽
症
や
緊
急
性
が
低
い
人
の
受
診
が
増

え
、
入
院
治
療
や
手
術
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
重
症
患
者
の
救
急
医
療
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
病
院
が
本
来
の
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
に
も
、
平
日
夜
間
や
休
日

に
お
け
る
軽
症
な
ど
の
初
期
救
急
は
、
ま

ず
は
急
患
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
の
丘
に
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
後
方
支
援
と
な
る
療
養
型
病

院
が
で
き
、
入
院
や
手
術
の
受
け
入
れ
が

円
滑
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
や
急
患
診
療
所
、
急
性
期
病

院
、
後
方
支
援
病
院
な
ど
の
役
割
を
意
識

し
使
い
分
け
る
こ
と
が
、
良
質
な
医
療
を

受
け
続
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

希
望
の
丘
の
整
備
に
よ
っ
て
、
健
康
な

人
も
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
幼
児
も
高
齢

者
も
、
み
ん
な
で
お
互
い
を
支
え
合
い
住

み
な
れ
た
掛
川
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
「
希
望
」
を
託
す
素
材
が
増
え
、

サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
し
ま
し
た
。

そ
の
希
望
を
現
実
の
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
市
民
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
が
で

き
る
こ
と
、
事
業
者
が
で
き
る
こ
と
、
行

政
が
す
べ
き
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
協
働
の

力
で
「
希
望
が
み
え
る
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
」
の
実
現
を
み
ん
な
で
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

は
３
月
末
で
廃
止
、
４
月
１
日
か
ら
は
市
の

直
営
で
「
小
笠
掛
川
急
患
診
療
所
」
と
し
て

希
望
の
丘
に
新
設
し
ま
す
（
16
ペ
ー
ジ
「
救

現
在
、
平
日
夜
間
、
休
日
、
年
末
年
始
な

ど
の
救
急
診
療
を
行
っ
て
い
る
小
笠
医
師

会
の
「
掛
川
医
療
セ
ン
タ
ー
急
患
診
療
室
」

協
働
の
力
で
希
望
を
現
実
に

単独では望めない連携が大切
施設集約化ならではの相乗効果を

齋藤善久 健康福祉部長

とき　3月9日（月）午後7時～
ところ　掛川市役所4階会議室1
内容　「中東遠の医療の現状と医療機関の役
割～地域住民として知っておくべきこと
～」（講師：小林利彦医師（浜松医科大学
医学部附属病院医療福祉支援センター長・
特任教授））
定員　100人（入場無料）
申込　電話、FAX、Eメールのいずれかで申
し込み（先着順）

とき　3月21日（土・祝）午前10時～
ところ　中東遠総合医療センター
  3階大会議室（菖蒲ヶ池）
内容 ①「放射線診断科とは～『放射線』だ 
けでも『診断』だけでもありません～」
（講師：大川賀久医師（放射線診断科診療
部長））／②「骨と関節の治療について」
（講師：丸山正吾医師（整形外科診療部
長））
定員 どなたでも（入場無料）
申込 直接会場へ

申 問

申 問

■中東遠総合医療センター主催
　「第9回医療市民講座」
　　　中東遠総合医療センター
　　　経営戦略室（☎21-5555）
申 問

■掛川東病院主催「市民講座」
　　　掛川東病院・桔梗の丘（☎23-7111）

とき　3月28日（土）午後1時～
ところ　掛川東病院5階大会議室
内容　①「アニマルセラピー動物とふれあい
で生きる喜び」（講師：熊坂隆行さん（日
本健康医療大学教授））／②「生きる力を
育む園芸療法」（講師：毛利ユカさん（茨
城園芸療法研究会会長・園芸療法士））／
③「あなたの知らないもう一つの医学、漢
方医学で健康になろう!」（講師：伊藤剛
医師（北里東洋医学総合研究所漢方診療部
長））
定員　200人（入場無料）
申込　電話で申し込み（先着順）

医療講演会のご案内

よしひさ
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平成27年度掛川市各種会計予算規模の前年度比較表
平成27年度 平成26年度会計区分

水道事業

一　般　会　計

合　　　　　計

計

対前年度比（％）
 451億6,000万円 447億5,000万円 0.9
 128億8,014万円 113億1,937万円 13.8
 10億1,758万円 10億4,135万円 △2.3
 94億2,685万円 88億8,652万円 6.1
 4億6,896万円 3億6,324万円 29.1
 1億1,058万円 1億1,181万円 △1.1
 1,919万円 1,727万円 11.1
 28億1,560万円 26億1,072万円 7.8
 2億4,572万円 2億3,676万円 3.8
 3億9,894万円 3億9,281万円 1.6
 186万円 186万円 0.0
 6万円 10万円 △41.4
 251万円 251万円 0.0
 981万円 961万円 2.1
 273億9,780万円 249億9,393万円 9.6
 42億5,029万円 43億8,670万円 △3.1
 768億   809万円 741億3,063万円 3.6

国民健康保険
後期高齢者医療保険
介護保険
公共用地取得
掛川駅周辺施設管理
簡易水道
公共下水道事業
農業集落排水事業
浄化槽市町村設置推進事業
上西郷財産区
桜木財産区
東山財産区
佐束財産区

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
業
会
計

0 500 600 700 800 900

H23

H24

H25

（年度）

（億円）

768億809万円

H26

779億9,173万円

757億1,351万円

H27

741億3,063万円

796億6,706万円

当初予算規模の推移

平成27年度一般会計予算額は　451億6,000万円
（前年度比：4億1,000万円増）

当
初
予
算
案

「
希
望
が
み
え
る
ま
ち
　
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
の
実
現
に
向
け
て

問 財政課
（☎ 21-1197）

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
案
が
ま
と

ま
り
、
２
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

市
議
会
２
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
は
、
４
５
１
億
６
０
０
０

万
円
、
前
年
度
比
０
・
９
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

市
税
収
入
が
、
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
１
億

８
０
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
に
な
る
見
込

み
の
中
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

た
め
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
と
、
日
本
一
を
目
指
す

３
分
野
（
教
育
・
文
化
、
健
康
・
子
育
て
、

環
境
）
に
つ
い
て
重
点
的
に
予
算
化
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
掛
川
な
ら
で
は
の

地
方
創
生
施
策
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計
で
は
、
13
会
計
で
２
７
３

億
９
７
８
０
万
円
、
前
年
度
比
９
・
６
％

増
、
企
業
会
計
は
、
１
会
計
で
42
億
５

０
２
９
万
円
、前
年
度
比
３
・
１
％
減
で
、

市
全
体
の
予
算
総
額
は
７
６
８
億
８
０

９
万
円
、
前
年
度
比
３
・
６
％
増
と
な

り
ま
し
た
。

平成 27年度末の完成を目指し工事が進む
中央消防署（右側奥、左側は現消防庁舎）
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一般会計451.6億円の内訳

一般会計における主な事業

市税（44.9％）
202億6,018万円 民生費（27.1％）

122億2,430万円

教育費（12.1％）
54億6,464万円

公債費（12.0％）
53億9,895万円

衛生費（11.3％）
51億1,852万円

総務費（11.0％）
49億6,649万円

土木費（10.5％）
47億2,150万円

消防費（5.8％）
26億3,113万円

農林水産業費（3.4％）
15億1,335万円

労働費（2.8％）
12億8,068万円

商工費（2.7％）
12億3,143万円

議会費（0.7％）
3億3,190万円
災害復旧費（0.4％）
1億6,832万円

予備費（0.2％）
1億879万円

諸収入（6.0％）
27億2,357万円
繰入金（4.7％）
21億3,150万円
使用料および
手数料（1.4％）
6億1,523万円

分担金
および負担金（1.1％）
5億1,609万円

寄附金（0.3％）
1億2,946万円

繰越金（0.3％）
1億2,300万円

財産収入（0.2％）
8,465万円

国庫支出金（10.2％）
45億9,644万円

市債（9.5％）
42億7,890万円

地方交付税
（7.4％）
33億4,000万円

県支出金（7.1％）
32億1,888万円

地方消費税交付金（4.7％）
21億3,300万円

地方譲与税（1.1％）
4億8,500万円

配当割交付金（0.3％）
1億3,100万円

株式等譲渡所得割交付金（0.2％）
8,500万円

その他交付金（0.4％）
1億9,910万円

自動車取得税交付金（0.2％）
1億900万円

■自主財源
市が自ら調達することができる収入。市税をはじめ、基金などからの「繰入金」、市営
住宅使用料などの「使用料および手数料」、保育料などの「分担金および負担金」など

■依存財源
自主的に収入できる自主財源に対し、国や県の決定や割り当てに基づいて収入するもの

歳出

●地震・津波対策 20 億 6,998 万円
中央消防署建設事業 10 億 2,212 万円
木造住宅耐震補強事業費補助金 1 億 3,050 万円
（一般世帯 80 万円、高齢者等世帯　90万円）　
海岸防災林強化事業（掛川モデル） 6,550 万円

防災ラジオ整備事業 4,251 万円
広域避難所および自主防災会避難所の 3,006 万円デジタル簡易無線機整備（新）
防災資機材購入費補助金 675 万円（耐震シェルター、防災ベッドほか）

●協働によるまちづくり推進事業 4,661 万円
地域環境整備交付金（新） 1,920 万円
希望のまちづくり交付金（新） 859 万円

●待機児童解消対策 2 億 1,248 万円
小規模保育事業所建設助成・給付費（新） 3,694 万円
保育体制強化事業（新） 756 万円

●子ども・子育て支援事業 4,065 万円
三世代同居支援事業費補助金 2,550 万円
Web版子育てカレンダー作成事業（新） 575 万円

●障がい者新規就労 500人サポート事業 937 万円

●教育・文化日本一のまちづくり 27 億 4,473 万円
学校給食センター建設事業 4 億 4,152 万円
ステンドグラス美術館運営事業（新） 3,611 万円
茶文化創造千日プロジェクト 700 万円「かけがわ茶エンナーレ」事業（新）

●健康・子育て日本一のまちづくり 86 億 3,572 万円
中東遠総合医療センター運営支援費 10 億 2,058 万円
不妊治療費助成金 1,578 万円
子育て世代包括支援センター事業（新） 408 万円

●環境日本一のまちづくり 41 億 7,132 万円
生物循環パビリオン改修事業（新） 2 億 6,683 万円
ごみ処理有料化事業（新） 5,424 万円
環境基本計画策定事業（新） 400 万円

 1 地震・津波対策アクションプログラムの推進

 2 日本一を目指す3分野の推進

3　掛川版地方創生施策の推進

企業誘致対策事業 7 億 9,939 万円
地域協働経済支援買物券交付事業 8,782 万円

世界農業遺産茶草場農法推進活用事業 3,084 万円
 4　地域経済の持続的発展と雇用の拡大

駅前東街区市街地再開発事業 4 億 8,422 万円
歴史・文化伝承のまちづくり事業（新） 4,985 万円

第 2次総合計画策定事業 864 万円
  5　次なる10年の飛躍に向けた施策の推進

歳入 自主
財源
58.9％

依存
財源
41.1％
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「投票日　主役は私　この一票」（統一標語）�

�

掛川市選挙管理委員会（　21-1133）�

�

任期満了に伴う静岡県議会議員選挙が4月

3日（金）に告示され、投票が4月12日（日）に

市内36の投票所で行われます。�

あなたの大切な一票を有効に生かすため、

必ず投票しましょう。�

�

入
場
券
は
、
一
枚
の
両
面
開
き
の
圧

着
ハ
ガ
キ
に
、
同
一
世
帯
の
人
を
4
人

平
成
7
年
4
月
13
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
日
本
国
民
で
、
今
年
の
1
月
2
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
市
内
に
住
み
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
�

ま
た
、
今
年
の
1
月
3
日
以
降
に
県

内
の
他
市
区
町
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
、

引
き
続
き
県
内
に
居
住
し
て
い
る
旨
の

証
明
書
（
本
庁
市
民
課
、
大
東
支
所
お

よ
び
大
須
賀
支
所
で
発
行
）
を
提
示
す

れ
ば
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
（
選

挙
人
名
簿
登
録
地
）
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
�

��午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
�

た
だ
し
、
第
21
投
票
区
（
西
之
谷
公

民
館
）
は
終
了
時
間
が
午
後
7
時
に
繰

り
上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
�

��投
票
は
、
市
内
36
投
票
所
で
行
わ
れ

ま
す
。
お
住
ま
い
の
行
政
区
に
よ
っ
て

投
票
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
入
場
券

に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
�

投
票
で
き
る
対
象
者
�

選
挙
当
日
の
投
票
時
間
�

��

投
票
所
は
入
場
券
で
確
認
を
�

��入
場
券
を
お
忘
れ
な
く
�

投票所は�
入場券に�
記載され�
ています。�
�
�
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ま
で
記
載
し
て
郵
送
し
ま
す
。
投
票
に

出
か
け
る
と
き
は
、
一
人
分
ず
つ
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
�

な
お
、
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。
当
日
投
票
所
で
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
�

��目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
け
が

や
障
が
い
な
ど
で
候
補
者
の
名
前
を
記

載
で
き
な
い
人
は
、
代
理
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
�

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で
�

市
役
所
、
連
雀
出
張
所
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
美
感
ホ
ー
ル
、

各
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
さ
ん
り
ー
な
、

大
東
支
所
、
大
東
北
公
民
館
、

千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ
、
大
東
温

泉
シ
ー
ト
ピ
ア
、
大
東
図
書
館
、

南
体
育
館
し
ー
す
ぽ
、
大
須
賀

支
所
、
大
須
賀
図
書
館
、
大
須

賀
中
央
公
民
館
、
大
渕
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ク
）
、

山
崎
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
�

（
多
目
的
）
�

期

日

前

投

票

、

期

日

前

投

票

、

�

不

在

者

投

票

を

不

在

者

投

票

を

�

ご

活

用

く

だ

さ

い

ご

活

用

く

だ

さ

い

�

�� 期

日

前

投

票

、

�

不

在

者

投

票

を

�

ご

活

用

く

だ

さ

い

�

��

選

挙

日

に

予

定

が

選

挙

日

に

予

定

が

・
・
・

�

入

院

・

入

所

中

で

も

入

院

・

入

所

中

で

も

・
・
・

�

選

挙

日

に

予

定

が

・
・
・

�

入

院

・

入

所

中

で

も

・
・
・

�

投票日に、投票所へ行けない人のために、

期日前投票制度と不在者投票制度がありま

す。�

�

■期日前投票�

仕事、旅行などの予定がある人は、期日

前投票ができます。�

期　間　4月4日（土）～4月11日（土）�

時　間　午前8時30分～午後8時�

ところ　市役所本庁1階　ホール�

　　　　大東支所2階　203会議室�

　　　　大須賀支所1階　多目的ホール�

持ち物　入場券（既に届いている場合）�

�

■不在者投票�

○入院中・入所中の人�

　不在者投票のできる指定病院や指定施

　設に入院・入所中の人は、その施設内で

　不在者投票ができます。指定病院や指定

　施設に該当するかは、施設に確認するか

　選挙管理委員会へお問い合わせください。�

○身体に重度の障がいのある人�

身体障害者手帳または戦傷病者手帳を    

持ち、両下肢や内臓機能などに一定以上

の重度の障がいのある人と、介護保険の

要介護5の認定を受けている人は、郵便

などによる不在者投票ができます。�

　事前に「郵便等投票証明書」の交付が

　必要になります。また、投票用紙の請求

　は4月8日（水）までです。お早めに、選

　挙管理委員会までお問い合わせください。�

点
字
投
票
・
代
理
投
票
�

��

立
候
補
者
の
紹
介
な
ど
を
載
せ
た
選

挙
公
報
は
、
各
世
帯
へ
同
時
期
に
速
や

か
な
配
布
が
で
き
る
よ
う
、
4
月
8
日

（
予
定
）
の
朝
刊
（
朝
日
新
聞
、
産
経

新
聞
、
静
岡
新
聞
、
中
日
新
聞
、
日
本

経
済
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
の

7
紙
）
に
折
り
込
み
、
配
布
し
ま
す
。
�

ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
さ

れ
る
ほ
か
、
下
記
の
施
設
に
置
か
れ
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�
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狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
き
ち
ん
と
飼
い
犬
を
市
に
登
録
し

て
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
�

下
記
日
程
で
、
市
と
県
獣
医
師
会
小
笠
支
部
が
共
同
で
行

う
集
合
注
射
会
場
、
ま
た
は
最
寄
り
の
獣
医
科
医
院
（
動
物

病
院
）
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�

 
 
 
 
 
 
　
　
環
境
政
策
課
（
 
21�
―

1
1
4
5
）
�

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ

を
、
3
月
中
に
飼
い
主
へ
送
付
し

ま
す
。
�

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
人
は
環
境

政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
犬
が
死
亡
し
て
い
て
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
人
は
環
境
政
策
課
ま
た

は
大
東
・
大
須
賀
支
所
に
死
亡
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

※
犬
の
飼
い
主
は
、
基
本
的
に
毎

年
4
月
か
ら
6
月
の
間
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

���①
愛
犬
手
帳
�

②
狂
犬
病
予
防
注
射
お
知
ら
せ
ハ

ガ
キ
�

③
注
射
な
ど
の
料
金
�

※
受
付
時
間
短
縮
の
た
め
、
必
ず

手
帳
と
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
を
カ
バ

ン
な
ど
か
ら
取
り
出
し
、
す
ぐ
に

提
示
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
�

①
登
録
犬
　
3
6
5
0
円
�

（
注
射
代
金
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
、
掛
川
畜
犬
愛
護
会
会
費

（
任
意
2
5
0
円
）
）
�

②
未
登
録
犬
　
6
6
5
0
円
�

（
①
の
内
訳
、
登
録
手
数
料
）
�

全

て

の

飼

い

犬

が

対

象

�

��

注

射

当

日

の

持

ち

物

�

��

1

頭

の

注

射

料

金

�

��

予
防
注
射
後
は
、
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
（
骨
形
の
金
属
板
）

を
必
ず
犬
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
�

日・曜日� 会　　場�
   上内田地域生涯学習センター （9：45～10：30）�
  4月14日（火） 上張区公会堂 （10：50～11：50）�
   西南郷地域生涯学習センター （13：30～14：15）��
   西部保健所掛川支所 （9：30～10：15）�
  
16日（木）

 旧農協東山口支所跡 （10：50～11：50）�
   旧日坂幼稚園跡 （13：30～14：00）�
   東山バス停留所 （14：20～14：50）��
   農協西郷支所 （9：30～10：20）�
   倉真五区研修センター （10：45～11：00）�
  17日（金） 倉真報徳社 （11：20～11：40）�
   居尻公民館 （13：20～13：40）�
   農協原泉支所 （14：00～14：15）��
  

20日（月）
 中宿公園 （10：00～11：00）�

   農協粟本支所 （13：00～14：00）��
   原谷地域生涯学習センター （9：30～10：30）�
   西之谷公民館 （11：00～11：15）�
  21日（火） 木下旬司様宅 （11：40～11：50）�
   旧農協原田支所跡地 （13：30～14：00）�
   平島公民館 （14：20～14：35）��
   富部公会堂 （9：30～10：30）�

  23日（木） 
三十川公会堂 （11：00～11：30）�

   桜木いきがいデイサービスセンター （13：00～14：00）�
   坂下バス停（バス反転場） （14：30～15：00）�
   細谷公民館 （9：30～9：50）�
  24日（金） 和田岡地域生涯学習センター （10：20～11：20）�
   農協曽我支所 （13：00～14：00）�
   生物循環パビリオン （9：30～10：00）�
  

27日（月）
 つくし会館 （10：20～10：50）�

   十九首水源地公園 （11：10～11：40）�
   三の丸広場南側倉庫前 （13：00～14：00）��
   中コミュニティ防災センター （10：00～10：30）�
  
28日（火）

 大東北公民館 （10：45～11：15）�
   上土方南公会堂 （13：15～13：45）�
   佐束公民館 （14：00～14：40）��
   三井コミュニティ防災センター （10：00～10：45）�
  
30日（木）

 大坂コミュニティ防災センター （11：00～11：30）�
   千浜農村環境改善センター （13：00～13：40）�
   市役所大東支所 （14：00～14：40）��
   山崎農村環境改善センター （10：00～10：30）�
   西大渕公会堂 （10：45～11：00）�
  5月1日（金） 三熊野神社参集殿 （11：15～11：45）�
   市役所大須賀支所 （13：00～13：45）�
   大渕農村環境改善センター （14：00～14：40）�

�

狂犬病予防注射の日程は�

下記のとおりです。�

・地区の制限はありません。�

・都合のつく会場を利用してください。�

案内役：ハーシーさん（横須賀）�
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州
に
春
を
告
げ
る
遠
州
横
須

賀
三
熊
野
神
社
大
祭
が
今
年

も
行
わ
れ
ま
す
。
�

　
こ
の
祭
り
の
呼
び
も
の
は
、
神

輿
渡
御
に
供
奉
す
る
13
台
の
祢
里

の
曳
き
ま
わ
し
。
県
無
形
民
俗
文

化
財
第
一
号
に
指
定
さ
れ
て
い
る

三
社
祭
礼
囃
子
の
奏
で
る
名
調
子

に
の
っ
て
、
町
の
若
い
衆
が
「
シ

タ
ッ
シ
タ
ッ
」
の
掛
け
声
と
と
も

に
、
右
へ
左
へ
と
祢
里
を
蛇
行
さ

せ
て
曳
き
ま
わ
し
ま
す
。
�

　
5
日
の
夜
の
千
秋
楽
は
必
見
。

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
独
特
の

空
気
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

横
須
賀
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
� み

�

こ
し
�
と
�

ぐ
�
ぶ
�

ひ
�

ぎ
ょ
�

今
年
5
月
9
日
（土）
・
10
日
（日）
に
開
催
さ
れ
る
神
田

神
社
遷
座
4
0
0
年
記
念
の
「
神
田
祭
」（
東
京
都
千

代
田
区
）
に
、
横
須
賀
の
西
田
町
（
に
組
）
と
川
原

町（
か
組
）の
祢
里
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

神
田
祭
へ
の
参
加
は
、
平
成
8
年
、
平
成
11
年
に

続
き
、
16
年
ぶ
り
3
回
目
と
な
り
ま
す
。
�

遠�

▲神田明神祭礼絵巻�
�

掛川南部観光案内処（　48-0190）�

�

9：30�

11：00�

12：30�

15：30�

17：30

10：10�

11：40�

14：30�

16：30�

18：30�

�

無料シャトルバス�
4日（土）・ 5日（日）�

�掛川駅�
南口発�
�

大須賀�
支所発�
�

�

4
月
3
日
（金）
揃
�

・
午
後
〜
9
時
（
夜
祭
り
）
�

4
月
4
日
（土）
宵
宮
�

・
早
朝
〜
午
後
9
時
�

・
午
前
10
時
30
分
〜
神
社
境
内
で
�

 
三
社
祭
礼
囃
子
奉
納
�

4
月
5
日
（日）
本
楽
�

・
早
朝
〜
午
後
9
時
�

 
（
神
社
境
内
で
千
秋
楽
）
�

・
午
後
3
時
〜
神
社
境
内
で
�

 
地
固
め
舞
・
田
遊
び
奉
納
�

�

そ
ろ
い
�

よ
い
�
み
や
�

ほ
ん
�ら
く
�

平成8年神田祭で御神輿と
祢里が共演。秋葉原電気
街は人で埋め尽くされた�

戸
時
代
、
日
枝
神
社
の
山

王
祭
と
、
神
田
明
神
の
神

田
祭
は
、
祭
礼
行
列
が
江
戸
城
へ

入
城
し
、
こ
れ
を
将
軍
も
見
物
し

た
こ
と
か
ら
天
下
祭
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
�

三
熊
野
神
社
大
祭
は
享
保
年
間
、

第
14
代
遠
州
横
須
賀
城
主
・
西
尾

隠
岐
守
忠
尚
公
に
よ
っ
て
、
当
時

の
「
江
戸
天
下
祭
」
が
伝
え
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
横

須
賀
の
祢
里
の
形
態
と
同
様
の
も

の
が
、
江
戸
中
期
の
天
下
祭
を
描

い
た
「
神
田
明
神
祭
礼
絵
巻
」
の

中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

平
成
8
年
5
月
、
神
田
祭
に
横

須
賀
の
2
台
の
祢
里
が
2
8
0
年

の
時
を
越
え
て
里
帰
り
を
果
た
し
、

平
成
11
年
に
も
参
加
。
現
代
に
よ

み
が
え
っ
た
天
下
祭
の
面
影
を
、

参
加
者
は
目
に
焼
き
つ
け
ま
し
た
。

あ
の
感
動
を
再
び
！
日
本
の
ど
真

ん
中
で
、
横
須
賀
の
熱
き
祭
り
魂
・

郷
土
愛
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
�

�神
田
明
神
は
、
か
つ
て
大
手
町
の
将
門

塚
周
辺
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
か
ら
4
0
0
年
前
の
1
6
1
6
年
、
徳

川
幕
府
に
よ
る
江
戸
城
拡
大
計
画
に
よ
っ

て
現
在
の
外
神
田
へ
遷
座
し
ま
し
た
。
�

江�

豆
知
識
�

�

お

き

の

か

み

�た
だ
�
な
お
�

ま
つ
�

ね
�

り
�

せ
ん
�

ざ
�
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多
く
の
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

参
考
に
編
集
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

　
企
画
調
整
課
（
　
21-

1
1
2
8
）�

�■
回
答
数
　
�

　
89
通
（
男
性
54
、
女
性
35
）
�

■
結
果
�

Q
ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
　
�

　
多
い
　
20
％
�

　
少
な
い
　
5
％
�

　
ち
ょ
う
ど
よ
い
　
75
％
�

Q
よ
く
読
む
記
事
�

　
1
位
　
特
集
　
74
票
�

　
2
位
　
お
知
ら
せ
・
伝
言
板

　
　
63
票
�

　
3
位
　
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
　

　
　
34
票
�

　
4
位
　
市
長
の
維
新
伝
心
　

　
　
28
票
�

Q
広
告
事
業
に
つ
い
て
�

　
良
い
　
74
％
�

　
や
め
る
べ
き
　
3
％
�

　
ど
ち
ら
で
も
良
い
　
23
％
�

広報かけがわ平成6年4・5月号の特集ページ�
�
�

「東海の名城」掛川城� 二次元コード�

ご開門20周年でござる��
天守閣開門20周年イベント＆プレゼント�

�

市民の善意に支えられて建設された掛川城天守閣は、
平成6年4月3日に開門し、今年度で20周年を迎えました。�
この偉業を市民みんなで祝おうと、3月7日から掛川城
公園で20周年記念イベントが開催されます。�

市
民
の
郷
土
へ
の
思
い
が
つ
ま
っ

た
日
本
初
「
本
格
木
造
天
守
閣
」

の
復
元
。
開
門
初
日
に
4
5
2
6
人
、

8
日
後
に
は
2
万
6
0
0
0
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
る
な
ど
、多
く

の
市
民
が
足
を
運
び
、天
守
閣
か
ら

の
眺
望
を
楽
し
み
ま
し
た
。
�

復
元
し
た
天
守
閣
は
、
4
0
0

年
ほ
ど
前
に
城
主
・
山
内
一
豊
が

築
き
、
「
東
海
の
名
城
」
と
呼
ば

れ
た
天
守
閣
の
美
し
さ
そ
の
ま
ま

に
、市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
�

ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
か
ら
も

眺
め
ら
れ
る
よ
う
夜
間
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
す
る
な
ど
、観
光
資
源

と
し
て
も
大
活
躍
。
平
成
26
年
4

月
時
点
で
、
延
べ
3
2
0
万
人
も

の
来
城
者
を
迎
え
入
れ
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
ま
し
た
。
�

今
年
度
か
ら
は
掛
川
城
周
辺
施

設
の
管
理
を
民
間
会
社
に
委
託
。

周
辺
施
設
と
の
連
携
や
夏
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
、
夜
間
開
放

な
ど
新
し
い
掛
川
城
公

園
の
運
用
も
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
市
民
の
シ
ン

ボ
ル
「
掛
川
城
」
へ
、

ま
た
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
�

　
開
門
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

�と
　
き
　
3
月
7
日
（土）
〜
22
日
（日）
�

と
こ
ろ
　
掛
川
城
公
園
�

内
　
容
　
記
念
式
典
（
7
日
）
、

時
代
劇
公
演
（
15
日
）
、
無
料

開
館
（
期
間
中
の
月
〜
金
曜
）
、

大
茶
会
（
21
・
22
日
※
有
料
）
、

思
い
出
の
掛
川
城
写
真
展
（
全

期
間
※
土
・
日
曜
は
要
入
館
料
）
、

記
念
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

　
（
入
館
者
へ
毎
日
先
着
2
0
0

人
）
、
甲
冑
着
用
体
験
（
土
・

日
曜
）
、
「
掛
川
桜
」
苗
木
20

本
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
（
7
日
）
�

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
参
照
。
�

�

掛川城公園管理事務所（　22-1146）�
�

3
月
7
日
か
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
�

「
掛
川
桜
」
苗
木
の
抽
選
会
�

��

広
報
か
け
が
わ
12
月
号
�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
�

� 市
民
に
愛
さ
れ
る
�

広
報
を
目
指
し
て
�

�

Q
自
由
意
見
（
一
部
）
�

・
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
70
歳
代
女
性
）
�

・
情
報
量
が
多
く
て
探
し
に
く

い
。
（
60
歳
代
男
性
）
�

・
電
子
版
は
有
効
だ
と
思
う
。

さ
ら
に
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

（
60
歳
代
男
性
）
�

・
知
っ
て
い
る
人
が
載
っ
て
い

な
い
か
、
い
つ
も
探
す
。
身

近
な
広
報
で
い
て
ほ
し
い
。
�

　
（
40
歳
代
男
性
）
�

・
お
知
ら
せ
・
伝
言
板
が
多
す

ぎ
て
見
ず
ら
い
。
（
20
歳
代

女
性
）
�

・
表
紙
が
カ
ラ
ー
だ
と
華
や
か
。

（
30
歳
代
女
性
）
�

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
興
味

深
く
読
む
。
（
40
歳
代
女
性
）�
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市教育委員会 （青少年補導センター 　 21-1189）�
市教育センター（大東支所4階） （　 72-1345）�
市役所1階 家庭児童相談室 （　 21-1190）�
大東支所1階 相談室、大須賀支所1階 相談室 �
市役所4階 会議室ほか （商工観光課 　 21-1149）�
市役所3階 商工観光課 （消費生活センター 　 21-1149）�
市役所1階 危機管理課 （　 21-1131）�
市役所2階 生涯学習協働推進課 （　 21-1129）�
市役所1階 福祉課 （　 21-1140）�

相　談　名�

掛川市役所� 大東支所� 大須賀支所�

 ところ・問い合わせ先�

水  　  9：00～16：00�

平  日  8：30～17：00�

平  日  9：00～16：00�

平  日  8：30～17：15�

平  日  8：30～17：15

※相談日が祝日と重なった場合、相談はお休みになります。  昼休み中の相談は、できるだけご遠慮ください。�

�

�

人権身の上相談�
13：00～16：00 �

�

子育て・療育相談�
（予約制）�

認知症に関する相談�
（予約制）�

心 配 ごと 相 談 �
13：00～16：00

弁護士会無料法律
相談（ 予約制 ）�
※市内居住者に限る�
3/25（水）～予約受付�

大須賀建築士すまいの
研究会住宅無料相談�

4/3・17、5/1・15（金）�
6/1（月）・19（金）�
4階会議室 

4/10、5/8（金）�
6/1（月）・12（金）�
3階ミーティングルーム�

4/24、5/22（金）�
6/1（月）・26（金）�
1階多目的ホール�

4/8、5/13、6/10（水）�
13：30～15：30�
4階会議室�

4/10、5/8、6/12（金）�
13：30～15：30�
4階403会議室�

4/24、5/22、6/26（金）�
13：30～15：30�
1階相談室�

4/5・12・19、5/10・17、6/7・14・21（日）�
13：00～16：00（受付15：30まで）�

�

4/28（火）、5/27、6/24（水）  �
9：00～12：00

4/19、5/17、6/21（日）�
10：00～12：00

4/9、5/14、6/11（木） 17：00～19：00

平  日  9：00～16：00

平  日  8：30～16：30

�

�

�

徳育保健センター�

清水邸本宅（清水邸庭園東側）�

市役所、大東支所、大須賀支所�

問い合わせ先�

問い合わせ先�

と　こ　ろ�と　　　き�

相談名� ところ�

青 少 年 相 談 �
教 育 相 談 �
家 庭 児 童 相 談 �
（大東・大須賀支所は予約制）�
内 職 相 談 �
消 費 生 活 相 談 �
交通事故相談（予約制）�
N P O 法 人 設 立 相 談 �
犯罪被害者相談（予約制）�

相　　談　　名� と　き� �

各ふくしあ、社会福祉協議会本所(福祉相談・介護者相談のみ)�
ボランティアセンター(あいり～な2階)、各ふくしあ内社協�

ところ・問い合わせ先�

�平  日  8：30～17：15
総 合 相 談 �
ボ ラ ン ティア 相 談 �

相　　談　　名� と　き� �

�

こころの健康相談�
（予約制）�

�

4/7・14・21・28、5/12・19・26�
6/2・9・16・23・30（火）�
電話10：00～12：00 面接13：00～16：00�
�
�

女 性 相 談�

結婚相談（登録制）�
※第2日曜日は女性のみ�

�

行 政 相 談 �
� 市役所4階 会議室4

大須賀支所1階 多目的ホール�

4/10、5/8、6/12（金） 13：00～16：00

4/24、5/22、6/26（金） 13：00～16：00

市役所 会議室または相談室�4/1、5/13、6/3（水） 13：20～16：20

�

面接相談（予約制）市役所�

4・5・6月  相談の窓口�

ふくしあ「医療・保健・福祉・介護」相談�
行政、地域包括支援センター、社会福祉協議会、訪問看護ステーションが各種相談に応じます。�

ふくしあ（東部　 61-2900、中部　 28-9713、西部　 29-5977、南部大東　 72-1116、南部大須賀　 48-1007）、�
社会福祉協議会本所（　 22-1294）、ボランティアセンター（　 24-6263）�

福祉課 �
（   21-1140）�

社会福祉協議会 �
（   22-1294）�

4/24、5/22、6/26（金）�
1階多目的ホール�
南部大須賀ふくしあ（　 48-5531）�

4/10、5/8、6/12（金）�
1階相談室�
南部大東ふくしあ（　 72-1135）�

4/3・17、5/1・15・29�
6/5・19（金）�
あいり～な東館1階�
開催当日は（   23-3036）�

企画調整課 �
（   21-1128）�

福祉課 �
（   21-1139）�
�

生涯学習�
協働推進課 �
（   21-1129）�

電話相談�
女性相談室直通（   21-1119）�
�

あいり～な東館1階�
開催当日は（　23-3036）� 社会福祉協議会 �

（   22-1294）�

大須賀支所 地域支援係�
（   48-1000）�

I T サ ポ ート相談�
コーナー（予約優先）�

4/8・22、5/13・27、6/10・24（水）�
13：30～16：00

市役所1階ロビー� IT政策課�
（   21-1341）�

高齢者支援課 �
（   21-1142）�
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その61

「
西
郷
局
」
と
「
百
姓
伝
記
」
に
つ
い
て
�

さ

い

ご

う

の

つ

ぼ

ね

�

▲「西郷ﾉ局生誕の地」の木碑がある�
　 構江公民館（西郷地区内）にて�

か
ま
�
え
�

今
年
は
徳
川
家
康
の
没
後
4
0
0
年
と

い
う
こ
と
か
ら
、
家
康
と
ゆ
か
り
の
深
い

静
岡
市
、
浜
松
市
、
愛
知
県
岡
崎
市
が
顕

彰
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
の
よ
う
で

す
。
掛
川
市
も
「
掛
川
城
」
、
「
高
天
神

城
」
、
「
横
須
賀
城
」
な
ど
家
康
と
関
わ

り
が
あ
る
の
で
「
何
か
や
ら
な
い
の
で
す

か
」
と
の
市
民
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
家

康
と
掛
川
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
を
し
て

い
る
中
で
、
「
西
郷
局
」
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
西
郷
局
が
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の

か
知
ら
な
い
と
い
う
方
も
い
て
大
変
驚
き

ま
し
た
。
西
郷
局
は
家
康
の
側
室
で
、
2

代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
生
母
で
あ
り
、
生
誕

地
は
上
西
郷
構
江
。
38
歳
で
駿
府
で
没
し
、

菩
提
寺
は
宝
代
院
（
静
岡
市
葵
区
）
で
す
。

2
代
将
軍
の
生
母
で
あ
り
ま
す
が
、
全
国

的
な
知
名
度
は
低
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
家
康
没
後
4
0
0
年
に
併
せ
て
、「
西

郷
局
」
を
広
く
全
国
に
発
信
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
�

ま
た
、
最
近
某
新
聞
の
夕
刊
に
江
戸
時

代
の
横
須
賀
藩
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
「
百
姓
伝
記
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

り
、
「
こ
の
本
が
遠
州
、
三
河
地
方
で
読

ま
れ
た
結
果
、
農
作
物
の
収
穫
が
飛
躍
的

に
増
加
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は

か
つ
て
大
須
賀
町
の
助
役
を
経
験
し
ま
し

た
が
、
こ
の
「
百
姓
伝
記
」
に
つ
い
て
は

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
「
大
須
賀

町
史
」
に
よ
り
調
べ
て
み
ま
し
た
。
�

著
者
は
不
明
で
、
1
6
7
3
年
〜

1
6
8
0
年
こ
ろ
に
編
纂
さ
れ
、
道
徳
、

土
壌
、
家
屋
、
農
具
、
肥
料
、
治
水
、
稲

麦
雑
穀
、
食
生
活
な
ど
15
巻
に
お
よ
ぶ
と

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
著
書
が
掛
川
市
に
と
っ

て
貴
重
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
「
百
姓

伝
記
」
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
農
民

が
い
た
こ
と
に
更
な
る
驚
き
と
歓
び
を
感

じ
た
次
第
で
す
。
�

こ
の
よ
う
に
掛
川
市
に
は
市
民
の
誇
り

で
あ
る
歴
史
的
人
物
や
史
跡
な
ど
数
多
く

の
史
実
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
将
来
に
伝
承
す
る
た
め
の
「
掛

川
市
史
」
や
「
大
東
町
史
」
、
「
大
須
賀

町
史
」
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
専
門
的
で

難
し
く
歴
史
を
研
究
す
る
人
た
ち
に
は
よ

い
の
で
す
が
、
一
般
市
民
に
広
く
読
ん
で

い
た
だ
く
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
昨
年
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
誰

も
が
楽
し
く
読
め
る
「
こ
の
人
に
学
び
た

い
―
掛
川
の
偉
人
物
語
―
」
を
作
成
し
、

歴
史
に
輝
く
偉
人
た
ち
が
何
を
考
え
、
ど

の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
の
か
を
紹
介
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
多
く
の
史
実
が
あ
り
ま
す
。
�

昨
年
9
月
の
「
維
新
伝
心
」
で
も
触
れ

ま
し
た
が
、
「
教
養
」
と
い
う
言
葉
が
江

戸
時
代
に
掛
川
か
ら
初
め
て
「
教
養
館
」

と
い
う
藩
校
名
で
発
信
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
掛
川
藩
校
で
は
藩
臣
の
子
弟
の

ほ
か
農
家
や
商
家
の
子
弟
も
文
学
や
武
芸

を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
、
御
用
商
人
で
あ
る

松
ヶ
岡
の
山
崎
家
が
財
政
援
助
を
し
た
と

い
わ
れ
て
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
掛
川
市
史
」
に
は
若
干
の
記
述
が
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
市
民
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

掛
川
市
の
誇
る
べ
き
価
値
あ
る
歴
史
文
化

に
つ
い
て
、
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

本
年
度
中
に
、
「
掛
川
市
文
化
振
興
計

画
」
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に

学
び
の
機
会
を
広
げ
る
な
ど
、
文
化
の
香

り
高
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
�

�

さ
ん
�

�
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小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�
小笠袋井�
薬剤師会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市介護支援専門員連絡協議会   その25�
事務局（おおすか苑居宅介護支援事業所内・　 63-4500）�

中東遠総合�
医療センター�
中東遠総合�
医療センター�

申
請
前
に
ま
ず
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談

介
護
認
定
の
申
請
に
は
、
医
師
の
意

見
書
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
普
段

か
ら
か
か
り
つ
け
医
に
日
ご
ろ
の
体
調

を
知
っ
て
も
ら
う
と
、
い
ざ
介
護
申
請

が
必
要
に
な
っ
た
時
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
普
段
の
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
利
用
し
た
い
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
医
師
に
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

ま
た
、
「
主
治
医
意
見
書
問
診
票
」

は
家
庭
の
様
子
を
医
師
に
伝
え
る
書
類

で
す
。
こ
れ
は
医
師
の
見
立
て
と
家
族

の
感
じ
て
い
る
本
人
像
と
の
差
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
診
票
の

特
記
の
欄
に
は
、
家
族
の
思
い
を
必
ず

記
入
し
ま
し
ょ
う
。

認
定
調
査
で
は
、
介
護
の

手
間
を
て
い
ね
い
に
伝
え
る

調
査
員
に
よ
る
調
査
の
目
的
は
、

「
介
護
の
手
間
が
ど
れ
だ
け
か
か
っ
て

い
る
か
を
聞
く
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「

介

護

の

手

間

」
を

伝

え

て

安

心

な

介

護

生

活

を

例
え
ば
「
食
事
は
ど
う
や
っ
て
食
べ

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、

「
一
人
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
答

え
る
だ
け
で
な
く
、
「
食
べ
や
す
い
よ

う
に
本
人
の
手
元
に
食
器
を
寄
せ
て
あ

げ
ま
す
」
と
か
、
「
朝
の
食
事
量
が
少

な
か
っ
た
ら
、
昼
は
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
言
葉
掛
け
や
工
夫
を
し
て

い
ま
す
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も

「
介
護
の
手
間
」
と
し
て
伝
え
て
ほ
し

い
こ
と
で
す
。

「
調
査
員
だ
か
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
」

と
思
い
込
ま
な
い
で
、
て
い
ね
い
に
説

明
を
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

介
護
生
活
の
入
り
口
「
介
護
認

定
」
。
正
し
く
理
解
し
、
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

家
族
が
高
齢
に
な
り
、
介
護
が
必
要

に
な
る
家
庭
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
で
入
院
し
、
急
に
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
な
ど
、
家
族
は
慌
て
て
し

ま
い
ま
す
。

介
護
を
し
て
い
く
と
き
の
強
い
味
方

が
「
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
い
く
上
で
、
「
介
護
認

定
」
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
、

家
族
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
生
活
を
送

る
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
度
は

「
介
護
の
手
間
の
度
合
い
」

そ
も
そ
も
介
護
認
定
は
、
「
病
気
の

重
さ
の
度
合
い
」
で
は
な
く
、
「
介
護

に
ど
の
く
ら
い
手
間
が
か
か
る
か
」
を

判
定
す
る
も
の
で
す
。
「
病

気
が
重
症
だ
か
ら
要
介

護
度
が
高
く
な
る
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
く

「
介
護
の
手
間
が
ど
れ

だ
け
か
か
っ
て
い
る

か
」
が
介
護
認
定
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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各医療機関の診療案内は、平成26年7月号の  保存版  「小笠医師会管内  医療機関診療案内」�

または、市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報   －  救急医療  ）をご利用ください。�
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできませんので、該当される方は指定医療機関で受診してください。�

�

掛川市では20歳以上の女性を対象に子宮頸

がん検診を実施しています。�

20歳代で未婚の女性にとっては、「結婚の予

定もないし、今から検査なんて」と思うかもしれ

ませんが、若くても婦人科疾患にかかる人が増

えています。�

子宮頸がん検診は、がんだけでなく子宮筋腫

や子宮内膜症など、良性の疾患を見つけるため

にも有意義な検査です。良性といっ

ても、放置しておけば不妊の原因

になることもあります。20歳代、

30歳代からの定期的な受診をお

勧めします。�

救急医療のお知らせ�受診前に連絡を！��

月～金曜日（平日夜間） 診療科：内科、小児科�
●19：00～22：00（受付 21：30まで）�
　3/27（金）まで 掛川医療センター急患診療室（御所原9-2、 　61-1299・FAX61-1400）�
　3/30（月）・31（火） 中東遠総合医療センター（菖蒲ヶ池1-1、 　21-5555）�
　4/1（水）から 小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30、 　61-1299・FAX61-1400）�
�
土曜日�

●12：00～17：00 市内の開業医院�
　診療案内　中央消防署（　 21-0119）、市役所（日直）（　 21-1111）�
�

4月の健康案内�
　 　 保健予防課（　 23-8111）�

徳　育 ： 徳育保健センター（御所原）�
大　東 ： 大東保健センター（三俣）�
�

会  場�

現在の掛川医療センター急
患診療室は3月をもって廃止し
ます。4月からは希望の丘内中
部ふくしあ2階に、「小笠掛川
急患診療所」が新設します（関
連記事は、4ページ参照）。�

日曜日・祝日 診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前中のみ）�
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）�
　3/29（日）まで 掛川医療センター急患診療室（御所原9-2、 　61-1299・FAX61-1400）�
　4/5（日）から 小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30、 　61-1299・FAX61-1400）�
　※4月から歯科も急患診療所での受診に変更となりました。3月末までは、小笠掛川歯科�
 医師会の当番医（広報2月号12ページ参照）となりますのでご注意ください。�

子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷ったときは、お電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。�
■平日 18：00～翌朝8：00　■土曜日 13：00～翌朝8：00　■日・祝 8：00～翌朝8：00

�

�

4月�

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。�
●赤ちゃんの身体測定・・・徳育保健センターの開館日は、9：30～16：00いつでも身長・体重を測ることができます。�
　子育て支援センター、つどいの広場でも相談・計測を実施していますので、各施設にお問い合わせください。�
※転入された方へ 高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防接種の手続きを�
 済ませていない方は、母子手帳を持って徳育保健センターへお越しください。�

「静岡こども救急電話相談（♯8000）」 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話→　＃8000�
■固定電話（ダイヤル回線）・ IP電話→ 054-247-9910�
�

徳　育�

大　東�

徳　育�

�

�
徳　育�

�

大　東�

徳　育�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児健康診査�
13：00～13：30

2歳2か月児�
健康診査�

13：00～13：30

3歳児健康診査�
13：00～13：30

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30

ママセミナー�
（育児編）�

13：15～13：30

 10 金 平成26年 9月   1日 ～15日出生児�

 21 火 平成26年 9月 16日 ～30日出生児�

 15 水 平成26年 8月 ～9月出生児�

 6 月 平成25年 9月   1日 ～15日出生児�

 17 金 平成25年 9月 16日 ～30日出生児�

 10 金 平成25年 1月   1日 ～15日出生児�

 21 火 平成25年 1月 16日～31日出生児�

 15 水 平成25年 1月 出生児�

 7 火 平成24年 3月   1日 ～15日出生児�

 9 木 平成24年 3月 16日～31日出生児�

�

�

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会　 場�

徳　育�

徳　育�

健診・相談・予防接種�
説明会�

9：15～9：30

徳　育� 8 水 平成27年  2月出生児�

 17 金�

 27 月�

4～8か月児の親（予約制）�

妊婦（予約制）※夫婦での参加も可�

�

小笠掛川急患診療所�
新設オープン�

�

中東遠総合医療センターの救急
診療は、入院や手術が必要な重症
患者さんを中心におこなっています。
外来で対処可能な患者さんは、小
笠掛川急患診療所での受診をお願
いします。�

まずは地域の救急診療へ�

20歳代、30歳代でも�
子宮頸がん検診は受けておきたい！�

�
�

けい�
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�

　�

話題の本�

催し物・展示�

●都合により日程が変わる場合があります。�
●借りた本は、次回巡回日に返却してください。�
　中央・大東・大須賀の3図書館でも返却できます。�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週金曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、4月29日（水・祝）、30日（木・月末整理日）�
�

大須賀図書館（    ・FAX 48-5269）�
�

■おはなしバス（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　4月17日 ・24日（金）午前10時30分～10時45分�
対　象　乳幼児と保護者�

■おはなしきしゃぽっぽ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　毎週土曜日 午後3時～3時30分�
対　象　幼児から小学校低学年くらいまで�

■桜の写真展（市内在住で元NHK浜松チーフカメラマンの相馬正徳さんの作品）�
と　き　4月2日（木）～28日（火）�

●ご希望の図書が貸出中や最寄りの図書館にないときは、予約ができます。�

移動図書館コスモス号�

4月の巡回日程表�

 日 曜 時　　間 ところ（ステーション）�

 7 火�

 8 水�

 9 木�

 14 火�

 15 水�

 10 金�

 23 木�

 24 金�

 28 火�

 30 木�

 22 水�

 17 金�

 21 火�

 16 木�

 1 水�

 7 火�

 9 木�

 8 水�

 14 火�

 15 水�

 16 木�

 10 金�

 17 金�

 21 火�

移動図書館おおぞら号�

13：40～14：10�

13：45～14：15�

10：05～10：30�

12：45～13：15�

12：50～13：20�

10：05～10：25�

12：55～13：25�

10：30～11：00�

12：55～13：40�

14：30～15：00�

10：05～10：30�

 12：40～13：10�

12：50～13：20�

14：30～15：30�

12：45～13：15�

10：00～10：30�

12：30～13：10�

13：30～13：50�

14：30～15：30�

12：50～13：20�

12：55～13：25�

12：55～13：20�

13：40～14：10�

14：40～16：00�

�

�

�

�

大 東 支 所 �

小笠の郷（小笠老人ホーム）�

大 東 苑 �

大 坂 小 �

大 渕 小 �

大渕農村環境改善センター「アイク」�

千 浜 小 �

く に や す 苑 �

土 方 小 �

北 公 民 館 �

中 小

千浜農村環境改善センター�

横 須 賀 小 �

山崎農村環境改善センター�

沖之須コミュニティセンター「いこい」�

上 内 田 小 �

佐 束 小 �

12：00～12：30�

10：30～11：10�

12：30～13：30�

12：55～13：25�

12：55～13：20�

14：00～14：30�

13：05～13：30�

13：45～14：30�

  12：55～13：25�

14：00～14：30�

13：00～13：25�

9：30～10：00�

13：00～13：20�

13：45～14：30�

10：00～10：30�

13：00～13：20�

12：55～13：20�

�

�

�

�

�

農 協 原 泉 支 所 �

東 山 バ ス 停 広 場 �

中 央 小 �

原 田 小 �

日 坂 小 �

原 谷 小 �

曽 我 小 �

秋 葉 路 公 会 堂 �

第 二 小 �

城 北 小 �

中 央 小 �

西 郷 小 �

和 田 岡 小 �

東 山 口 小 �

原 田 小 �

葛 ヶ 丘 会 館 �

市役所北側駐車場�

農 協 桜 木 支 所 �

桜 木 小 �

日 坂 小 �

西 山 口 小 �

原 谷 小 �

本 郷 西 区 公 会 堂 �

倉 真 小 �

大東図書館「折り紙教室」�大東図書館「折り紙教室」�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、4月24日（金・月末整理日）、29日（水・祝）�
�

大東図書館（    72-1143・FAX 72-1144）�
�

■おはなしたまご（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　4月3日・10日 （金）午前10時30分～10時45分�
対　象　乳幼児と保護者�

■おはなしたまてばこ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　4月4日・18日（土）午前10時30分～11時10分�
対　象　幼児から小学校低学年くらいまで�

■郷土ゆかりの部屋展示説明�
　松本亀次郎コーナー「亀次郎の本棚拝見！」�
期　間　4月1日（水）～6月21日（日）�
4月26日（日）午前10時から職員による展示資料の説明を行います｡�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週水・木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、4月24日（金・月末整理日）�
�

�
�
�

中央図書館（    24-5921・FAX 23-6183）�

■えほんのへや（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　4月3日 ・10日（金）午前10時30分～11時�
対　象　乳幼児と保護者�
■おはなしじゅうたん（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　4月11日・25日（土）午後3時～3時30分�
対　象　幼児から小学校低学年くらいまで�
■え（ほ）んむすび（季節にあった絵本や新しく入った絵本の紹介）�
と　き　4月17日（金）午前10時30分～11時�

本屋に人が来るのを待つのではなく、人
がいる場所に本を持ち出していく仕事を
している、BACH（バッハ）代表幅氏の読
書エッセイ。人と本をつなぐ斬新な手法に
注目です。�

『本なんて読まなくたっていいのだけれど、』�
幅允孝・著（晶文社）�
�
�

はば�よし�たか�

★は各館へ申し込み、■は直接会場へ、　　は育児相談有り�
�

●オープニングイベント�
4月18日（土）「三浦康子さんのおはなし会」3館でリレー開催（各30分）�
中央  午前11時～、大東  午後1時30分～、大須賀  午後3時～�

�
�
�
�
�

〈こどもの読書週間〉�
4月23日（木）～5月12日（火）�

市立図書館3館で、こどもの読書に関連したイベントを多数開催！�
�
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二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�
や　よい�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

就労に関するご相談を受け付けます。また、求人の

探し方、履歴書の書き方、面接の受け方など実践的

な研修もあります。�

　直接会場へ�

講師は立命館大学教授の大島堅一さん。原発事故

を踏まえた原発のコストなどについて講演します。�

　直接会場へ（来場者多数のときは入場を制限し

ます）�

新制度の運用が始まる食品の機能性表示と、お茶

を輸出するための農薬防除の方法を学びます。�

　3/11（水）までに電話で申し込み（申込順）�

電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作

を学びます。パソコンは市役所で用意します。�

　3/13（金）までに電話で申し込み（申込多数のと

きは抽選）�

障がいのある人の「働きたい」を

かなえるために、市民・事業所・社

会はどうあるべきか。7,000以上

の会社を訪問した法政大学大学

院教授の坂本光司さんがお話し

ます。�

　FAXまたはEメール（所属（企

業名など）、住所、電話番号、参加者名（役職を明記）

で申し込み（申込順）�

3年生　「外にいる生物を調査しよう」�

4年生　「電磁石の仕組みについて調べよう」�

5年生　「水溶液の性質～酸性・アルカリ性・中性っ

てなんだろう～」�

　3/13（金）までに電話またはFAX（氏名（フリガナ）、

学校名・学年、住所、電話番号、保護者名を明記）で

申し込み（申込多数のときは抽選）�

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※子育て優待カードで入館料2割引き�
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可�
休館日／ 毎週月曜日・祝日の翌日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※特別展開催時は別料金 �
 ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

就労に悩みを�

抱える15～39歳�

までの方やその�

保護者�

相談無料�

�

一般150人�

入場無料�

どなたでも�

100人�

参加無料�

パソコン�

未経験者8人�

（高齢者歓迎）�

受講無料�

�

どなたでも�

100人�

入場無料�

小学3～5年生�

各学年20人�

参加無料�

①3/10（火）�

　ハローワーク掛川2階（金城）�

②3/13（金）�

　大東支所3階（三俣）�

各日13：30～16：00�

�

3/14（土）13：00～15：00�

市役所4階会議室1

3/14（土）13：30～�

たまり～な大研修室（満水）�

3/18（水）9：30～11：30�

市役所本庁4階会議室6

3/25（水）13：30～15：30�

（12：30～受付）�

生涯学習センター2階�

第4会議室（御所原）�

3/26（木）9：30～16：00�

静岡理工科大学（袋井市）�

3/29（日）8：30～16：30�

市役所正面玄関集合�

親子で天浜線を体験しよう！�
天浜線体験ツアー�
　　地域支援課�

（　21-1150）�

�

若者の就労支援�
「出張相談会」�
　地域若者サポート�

ステーションかけがわ�

（　61-0755）�

�原子力市民学習会�
「原発のコスト」�
　危機管理課�

（　21-1131）�

�お茶の消費拡大に向けた�
研修会�
　　お茶振興課�

（　21-1216）�

�

はじめてのパソコン講座�
　　IT政策課�

（　21-1341）�

�

障がい者就労支援講演会�
障がいのある人の「働き�
たい」をかなえるために�
　　福祉課�

（　 21-1139･FAX21-2100）�

fukusi@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

●～4/12（日）�

　木下コレクション�

　「黒」－その多彩な顔－�
�

　木下コレクションには、たばこ道具の

ほかに漆芸品や金工品、書、絵画などさ

まざまな美術品があります。今回の展覧

会では、「黒」を使った作品を中心に展示

します。�

　金や銀、朱などの鮮やかな色を引き立

てるためには、黒は欠くことができません。

「黒」が生み出すさまざまな世界を紹介

します。�

�

天浜線に乗って、はままつフルーツパークへ行き

ます。転車台や鉄道歴史館の見学、フルーツパーク

内のフルーツバイキング付き。�

持ち物　弁当、飲み物�

　電話で申し込み（申込順）�

●中央図書館�

　4/8（水）10：00～11：40�

●東部ふくしあ�

　4/15（水）9：30～11：30

●西部ふくしあ�

　4/7（火）9：30～11：30�

●さんり～な�

　4/22（水）9：30～11：30

東部ふくしあ（　61-2900）�
�

西部ふくしあ（　29-5977）�
�

南部大東ふくしあ（　 72-1116）�
�

南部大須賀ふくしあ（　 48-1007）�
�

ふくしあ健康相談�

●南部大東ふくしあ �

　4/8（水）9：30～11：30

●南部大須賀ふくしあ�

　4/9（木）9：30～11：30

ふくしあ保健室�

3歳～小学生と�

その保護者30人�

大人2,000円�

小学生500円�

幼児無料�

�
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お理工塾�
春休みたいけん研究室�
　　静岡理工科大学�

総務課（　0538-45-0111･�

FAX0538-45-0110）�

�

り�こう�じゅく�

●【常設展】吉岡彌生と書～書にこめた心�

　吉岡彌生が遺した色紙、扁額、愛用し

た書道道具など、東京女子医科大学が

所蔵する貴重な資料をご覧ください。�

●3/14（土）13：30～15：00�

　【健康セミナー】�

　「プロバイオティクスと健康　�

　便秘だけじゃない、あっと驚く乳酸菌の力」�

　ノロウイルスやメタボ、さらにはがん

の予防まで、微生物がもたらす驚くべ

き力をお話します。�

　　電話で申し込み�

のこ� へん�
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3/29（日）9：00～12：00�

（8：30～8：50受付）�

シオーネ駐車場集合（大坂）�

※雨天中止�

①②③4/14～9/1の火曜日�

①  9：00～10：30、�

②10：30～12：00、�

③19：30～21：00�

④4/16～9/3の木曜日�

　19：30～21：00�

生涯学習センター（御所原）�

�

4/25（土）～6/7（日）�

草薙総合運動場�

（静岡市駿河区）ほか�

①5/7（木）10：00～15：00�

　掛川北病院（下垂木）�

②5/14（木）10：00～15：00�

　中東遠総合医療センター�

　（菖蒲ヶ池）�

①9/17、11/19、�

　H28/1/21、3/17の木曜日�

　9：00～12：00�

中央消防署西分署（富部）�

②5/21、10/15、12/17、�

　H28/2/18の木曜日�

　9：00～12：00�

南消防署（大渕）�

�

6月～9月（全9回）�

静岡県総合教育センター�

あすなろ（富部）�

�

昼コース�

①月曜日  9：00～10：15�

　　　　10：35～11：50�

　金曜日10：00～11：15�

②火曜日10：00～11：15�

夜コース�

③～⑤　19：30～20：45�

�

4月～（月2回）�

たまり～な（満水）�

春の高天神ウォーキング�
　　社会教育課�

（　21-1159）�

初心者のための英会話教室�
　　NPO法人�

掛川国際交流センター�

（　24-5595）�

glocal@lily.ocn.ne.jp

第26回すこやか長寿祭�
スポーツ大会�
　　（公財）すこやか�

健康長寿財団�

（　054-253-4221）�

�

ハロー電話「ともしび」�
ボランティア電話相談員�
養成研修　　　�
　　静岡県総合教育センター�

教育相談班（　24-9772）�

�

トランポビクス教室�
4～5月「なのはなコース」�
　　市ミニトランポ協会�

（　22-2535､74-3352）�

�

平成27年度�
高齢者生きがい教室�
　　高齢者生きがい�

活動拠点事業事務局�

（たまり～な内･　 24-2754）�

�

�

ふれあい看護体験�
　静岡県ナースセンター�

（　054-202ｰ1761）�

�

普通救命講習�
　　�

①中央消防署（　21-0119）�

②南消防署（　48-0119）�

�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

シオーネ（2.9㎞）、高天神城跡（3.4㎞）の合計6.3㎞。

歩きやすい服装でご参加ください。�

　電話で申し込み（申込順）�

①英会話を習った経験のある方（日本人講師）�

②英会話を初めて習う方（日本人講師）�

③④英会話を初めて習う方（外国人講師）�

テキストを使いながら会話中心に学びます。�

持ち物　筆記用具、英和辞書または電子辞書�

　3/3（火）～電話またはEメールで申し込み（申込順）�

応急手当の必要性（講義）、人工

呼吸法・胸骨圧迫（心臓マッサー

ジ）、AED（自動体外式除細動器）

の使用方法、止血法、異物除去法�

　電話で申し込み（申込順）�

青少年の悩み相談や、保護者の教育相談に応じる方

法を学びます。受講者は、面接などにより選考します。�

　3/23（月）～4/24（金）に電話で申し込み�

①あいり～な教室　毎週月と金曜日�

②大須賀アイク教室　毎週火曜日�

③西南郷教室（西南郷地域生涯学習センター）毎週月曜日�

④桜木教室（桜木ホール）毎週火曜日�

⑤千浜教室（千浜農村環境改善センター）毎週木曜日  

　往復ハガキに教室名（曜日）、住所、氏名、年齢、電

話番号を明記し郵送（〒436-0073金城115・柴田）

で申し込み（申込順）�

①カラオケ（8教室）　木曜日または金曜日（隔週）�

　9：30～11：30、13：00～15：00�

②ダンス（初級）　第2･4木曜日　13：00～15：00�

　3/23（月）までに電話または来館で申し込み�

（火･日・祝日休）�

種目　卓球、テニス、ソフトバレーボール、ゲートボー

ル、弓道、剣道、マラソン、ボウリング、囲碁、将棋な

ど29種目�

　3月初旬から電話で申し込み（締切日は種目によっ

て異なります）�

施設の見学や看護体験などを行います。�

　4/1（水）～21（火）（必着）に往復ハガキ（住所、氏

名（フリガナ）、年齢、性別、職業、電話番号、服サイズ、

応募理由、何で知ったか、返信用表面の宛名を明記）

を希望施設へ郵送で申し込み（申込順）�

①〒436-0222下垂木3350　ふれあい看護体験係宛�

②〒436-8555菖蒲ヶ池1-1　ふれあい看護体験係宛�

どなたでも50人�

（小学生以下は�

保護者同伴）�

100円（保険料）�

①5人�

②③④各10人�

10,000円/�

全15回（資料代、�

会場費、年会費�

ほか）�

�

県内在住で�

60歳以上の方�

※参加料は�

種目によって�

異なります�

�

中学生以上の�

市民�

①2人②10人�

参加無料�

�

各回30人程度�

受講無料�

35～60歳�

程度の方10人�

受講無料�

�

18歳～高齢者�

①～⑤25人�

3,500円�

（7回分､保険料�

含む）�

�

市内在住で�

おおむね65歳�

以上の方�

①②各教室�

1,000円/月�

�

　　　

　　�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

H23.4～H26.3生の�

子どもと母親�

各日15組�

参加無料�

�

どなたでも�

参加無料�

3/11･18の水曜日�

10：00～11：00�

し～すぽ（大渕）�

3/11（水）16：30～19：30�

サンクン広場（掛川駅北口周辺）�

4月に開講する親子体育クラスの無料体験

レッスンです。参加はいずれか1回のみです。�

　電話で申し込み（申込順）�

追悼セレモニー、コンサート、募金活動など�

　直接会場へ�

親子体育無料体験�
　　し～すぽ（　28-8710）�

3.11　絆の集い�
　東日本大震災支援掛川市民の会・�

齋藤（　090-7302-6329）�

�

きずな�
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内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

おおむね45歳以上�

24,000円�

（全12回）�

�
どなたでも�

1,000円�

小学生以下無料�

�

開講　3/17（火）10：00～�

生涯学習センター�

リハーサル室（御所原）�

3/21（土・祝）14：00～15：30�

竹の丸ギャラリー（掛川）�

世界中のさまざまな打楽器を、みんなで楽

しく輪になってたたいて楽しみます！�

　電話またはFAXで申し込み�

60分間のグループレッスンです。�

　3/15（日）までに電話で申し込み�

生涯学習ピアノスクール�
　　落合（　 090-1093-6119）�

�

みんなでたたこう！ドラムサークル�
　　遠山（　 090-9262-8591・�

FAX54-0248）�

�

50～70歳の�

初心者40人�

500円（テキスト代）�

�

3/12～4/9の木曜日（全5回）�

掛川毎日ボウル（領家）�

13：30～15：30

全5回出席できる方。ゲーム料金はかかり

ません（貸靴代（300円）は別途）�

　電話で申し込み（申込順）�

シニア健康ボウリング教室�
　　掛川毎日ボウル�

（　22-0025）�

�

20

市民課・国保年金課窓口臨時開庁のお知らせ
市民課（ 21-1141）、 国保年金課（ 21-1143）

転入、転出などの届け出が集中するため、土曜日を臨時開庁します。

開庁日　本庁 3月21日･28日、4月4日（この3日間、連雀出張所はお休み）

　　　　大東支所　3月21日･28日

開庁時間　午前8時30分～午後5時

業務内容　転入・転出などの異動届、出生・婚姻などの戸籍届の受け付け、証明書

の交付、印鑑登録の申請受け付け、国民健康保険・国民年金の加入脱退手続き、

住基カード申請受領。ただし、公的個人認証業務、旅券申請受領業務、後期高齢

者に関する業務の手続きはできません。

※他課の業務におよぶときは、後日来庁していただく場合があります。

※交付できない証明書がありますので、不明な点はお問い合わせください。

3月8日に津波避難訓練のサイレンが鳴ります
危機管理課（ 21-1131）

3月8日（日）午前9時から、大東・大須賀区域で津波避難訓練が実施されます。沿

岸部の企業、住民のみなさんは積極的に参加し、津波発生時の行動について確認

しておきましょう。

当日は、市内にある携帯電話・スマートフォンが緊急速報メールを受信し、一斉

に鳴ります。また、市内全域に、津波警報のサイレンなどが同報無線で流れますの

で、ご承知おきください。

◆緊急地震速報・津波警報の緊急速報メール　午前9時ごろ

◆緊急地震速報・地震速報・津波警報の同報無線放送　午前9時ごろ

◆警報解除の同報無線放送　午前10時ごろ

3月1日～7日は「子ども予防接種週間」
保健予防課（ 23-8111）

定期予防接種は就学前に済ませることをお勧めしています。接種忘れがないか

母子健康手帳で確認しましょう。昨年10月に予診票を送付した3歳～4歳児の水

痘、高齢者肺炎球菌の定期接種の期限は3月末日です。必要な方は早めに接種しま

しょう。

不明な点はお問い合わせください。

「希望の丘（2～5ページ参照）」の

オープンに合わせて、4月1日（水）から

バスの経路などが変わります。

廃止　「小笠教育会館前」

新設　「希望の丘」

バス停名変更　「杉谷」→「杉谷南」

国道1号（一部区間）が
県道に変わります
浜松河川国道事務所

（ 053-466-0117）

変更日　4月1日（水）

区間　八坂～沢田

　（掛川バイパスの現道）

新たな県道名　

　一般県道415号日坂沢田線

　担当 袋井土木事務所維持管理課

　（ 0538-42-3217）

市街地循環線（バス）
南回りの経路が変わります
地域支援課（ 21-1150）

掛川駅
�

掛川I.C.

東名高速道
路�

一般県道415号日坂沢田線�

国道1号掛川バイパス�

至袋井市�

沢田�

八坂�

至菊川市�

JR東海道新幹線�

JR東海道線�
国道1号�

移管区間と新たな県道名�
N

東名高速道路�
掛川I.C.

小笠教育会館前�
（廃止）�

新規路線�
廃止路線�

市街地循環線  南回り  経路図�

N

希望の丘�
（新設）�

杉谷南�
（バス停名の�
  変更）�

中東遠総合医療センタ－
3月1日からの変更のお知らせ
中東遠総合医療センター（ 21-5555）

■救急外来受診時にも2,700円徴収

平日の時間内受診との公平性を保

つため、これまで徴収していなかった

夜間・時間外受診時の特定初診料

2,700円（税込）を徴収します。

例外：再診の方、紹介状がある方など。

■呼吸器内科・泌尿器科

初診は医療機関の紹介者のみ診療

総合病院と地域の医療機関との役

割分担を図るため、呼吸器内科と泌尿

器科の初診は、かかりつけ医などほか

の医療機関からの紹介状が必要にな

ります。
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どなたでも�

入場無料�

（要整理券）�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

来場無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

（体験会700円）�

3/22（日）9：30～15：00�

日坂宿本陣跡（日坂）�

3/22（日）13：30～15：30�

（13：00開場）�

美感ホール（亀の甲）�

3/22（日）～29（日）�

9：00～17：00�

シオーネ（大坂）�

3/27（金）～29（日）�

9：00～17：00�

中央図書館ギャラリー（掛川）�

歌うの大好き！Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ部、こどもミュー
ジカル「金のがちょう」�

　電話で申し込み�

子どもが乗った駕籠を担いでの駅伝。歌や

踊り、ご当地クイズ大会などもあり。�

　直接会場へ�

押花、グラスアート、小物づくり。�

体験会は当日会場で申し込めます。�

　直接会場へ�

葛の採取から葛布作品ができるまでを紹

介します。織の無料体験もできます。�

　直接会場へ�

希琳押花・グラスアート展�
　寺田（　63-3311）�

�

達人に学び伝える会�
「葛布のある生活」�
　加藤（　22-7796）�

�

「たんぽぽコンサート」�
掛川少年少女合唱演奏会�
　　鈴木（　22-5936）�

�

第23回東海道日坂宿�

駕籠駅伝大会�
　実行委員会・袴田（　27-1554）�

�

か�ご�
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広報かけがわH27.3

平成27年度固定資産税の縦覧と閲覧
資産税課（ 21-1137）

縦覧・閲覧を希望される方は、市役所本庁2階資産税課、大東・大須賀支所市民窓

口係へお越しください。

◆土地・家屋の「価格等縦覧帳簿」の縦覧

平成27年度の固定資産税評価額について、周辺の土地や家屋の評価額と比較で

きます。

縦覧期間　4月1日（水）～6月5日（金）の平日  午前8時30分～午後5時15分

縦覧できる方　掛川市に固定資産税を納めている方（納税者）、納税者と同一世帯

の方、納税者の委任を受けた方、納税管理人

持ち物　固定資産税を納めていることがわかるもの（納税通知書など）、窓口に来

た方の本人確認ができるもの（運転免許証など）、委任状（納税者の委任を受け

た方）

手数料　無料

◆固定資産課税台帳の閲覧

平成27年度の固定資産税の基礎となる課税台帳をご確認ください。

閲覧期間　4月1日（水）～の平日  午前8時30分～午後5時15分

閲覧できる方　納税義務者、納税義務者と同一世帯の方、納税義務者の委任を受

けた方、納税管理者、当該土地や家屋を借りている方

持ち物　納税通知書、窓口に来た方の本人確認のできるもの（運転免許証など）、

委任状（納税者の委任を受けた方）、土地や家屋を借りている方はその契約書など

手数料　縦覧期間中（4月1日（水）～6月5日（金））は無料。期間後は有料

国民健康保険加入の40～74歳のみなさんへ

健診結果の情報提供のお願い
保健予防課（ 62-6151）

掛川市国保加入の40歳～74歳の方

で勤務先や商工会などの健康診断を受

けている方は、健診結果のコピーを保

健予防課に提出すると特定健診を受診

したことになります。受診率向上のた

め、健診結果提出にご協力ください。

提出方法

①郵送（返信用封筒が必要な方はご連

絡ください）

②直接提出（健診結果のコピーまたは

原本）

第10回記念掛川・新茶マラソン
開催に伴う交通規制のお知らせ
社会教育課（ 21-1159）

第10回記念掛川・新茶マラソンの

開催に伴い、交通規制を行います。ご

理解とご協力をお願いします。

とき　4月19日（日）

　午前9時30分～午後3時30分

※フルマラソンコースや選手通過予

想時間などの詳細は、「広報かけが

わ4月号」に折り込むチラシでお知

らせします。

大東温泉シートピア号（バス）
運行日程などが変わります

大東温泉シートピア
（ 72-1126）

4月1日（水）から乗降客が少ないバ

ス停を廃止し、運行日数を週3日間に

短縮します。運行日以外は予約団体客

を送迎しますので、ご利用をお待ちし

ております。

※新しい時刻表はシートピアのホー

ムページなどをご覧ください。

高天神社例大祭
無料シャトルバス運行
掛川観光協会大東支部

（商工観光課内・ 21-1149）

とき　3月29日（日）

【掛川駅南口発】　10：00、11：00、

13：00、14：00、15：00

【高天神城跡発】　10：30、11：30、

13：30、14：30、16：30
お かぐ ら

日程　10：30～御神楽の奉納

14：00～神輿のお渡り行列

内容　門前では、地場産品の販売、よさ

こいなどの芸能ひろば、甘酒・呈茶

サービス、餅まきなどが行われます。

相続税の基礎控除が
引き下げられました
掛川税務署（ 22-5141）

適用　平成27年1月1日～

※詳しくは、国税庁ホームページ　

（www.nta.go.jp）をご覧ください。

※相続税に関する相談は、電話相談セ

ンター（税務署に電話→自動音声案

内→「1」を選択→相続税「2」を選択）

へお気軽にご相談ください。



内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

①一般�

②6歳～�

500円�

どなたでも�

相談無料�

どなたでも�

参加無料�

シニア世代20人�

500円/回�

市民または市内事業所�

に勤務している方�

3,000円（プレー費別）�

�

①3/30（月）10：00～11：00�

②4/4（土）18：00～19：00�

掛川スタディカルチャークラブ�

（南）�

�
4/3（金）10：00～16：00�

（受付15：30まで）�

浜松市役所（浜松市中区）�

4/5、5/3、6/7、7/5の日曜日�

9：30～11：00�

大日本報徳社大講堂（掛川）�

�

4/15（水）�

ミオス菊川カントリー（小貫）�

4月からの1年間�

県総合教育センターあすなろ�

（富部）�

�

①ストレスから解放！フラメンコエクサ

サイズ�

②新しい才能が見つかる習い事�

　電話またはEメールで申し込み�

鑑定評価、価格、賃料、売買、借地、借家、相続、

贈与など不動産に関する相談。�

　直接会場へ�

二宮尊徳（金次郎）の報徳の教えを学び、生

き方、暮らし方を見直してみませんか。�

　直接会場へ�

ワード（エクセル）での画像処理の基礎と応用。�

　3/20（金）までに電話またはFAXで申し

込み（申込順）�

18ホールスストロークプレー。�

組ごとのチーム戦と個人戦を開催します。�

　FAXまたはEメール（info@mios.co.jp）

で申し込み�

フラメンコ体験会�
①大人クラス②キッズクラス�
　　畑（　090-4865-3129）�

hata417@nifty.com �

�

掛川市防災チャリティゴルフ大会�
　　ミオス菊川カントリークラブ�

（　74-3341･FAX74-2988）�

�

シニア・パソコン勉強会�
　　青野（　･FAX26-3590）�

�

不動産無料相談会�
　静岡県不動産鑑定士協会�

（　054-253-6715）�

�

大日本報徳社「常会」�
　大日本報徳社（　22-3016）�

どなたでも�

入場無料�

3/28（土）14：00～16：00�

（13：30～受付）�

生涯学習センター（御所原）�

障がい者の音楽ステージに掛川市民オケが

コラボ！最後は会場全体で盛り上がります。�

　直接会場へ�

さくら咲く音楽会�
　掛川グリーンロータリークラブ・�

佐々木（　090-4448-0655）�

�
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学習支援室「ステップ バイ ステップ」
学習支援ボランティア募集

県総合教育センター専門支援課
（ 24-9735･FAX24-9740）

不登校児童生徒（小中学生）の学習

支援に関心のある方を募集します。

会場　県総合教育センターあすなろ

（富部）

資格　社会人および大学生

募集人員　5人程度（選考あり）

募集期間　4月1日（水）～20日（月）

応募方法　電話またはFAX（住所、氏

名、電話番号明記）で応募

募集内容　

①パート（キャンプ場内清掃）

②アルバイト（キャンプ場受付、レジ、

接客）

資格　①65歳くらいまで

②65歳くらいまで（学生可）で、簡単

なパソコン操作ができる方

給与　時給780円～（高校生765円）

申込方法　電話連絡（午前9時～午後

4時）後、直接面談で申し込み

採用予定人数　若干名

応募資格　草刈機を使用し草刈業務

に従事した経験のある方

雇用期間　4月1日～平成28年3月31日

勤務場所　市内全域

勤務内容　道路・河川などの草刈業務

勤務時間　原則週3日程度

　午前9時～午後4時

賃金　時給1,090円

応募方法　市販の履歴書に必要事項

を記入し、3月20日（金）までに維持

管理課へ提出してください（代理の

方による提出可）。

※詳しくはお問い合わせください。

草刈業務員募集
維持管理課（ 21-1154）

ならここの里
パート・アルバイト募集

森の都ならここ
（ 25-2055）

応募条件　

・市民活動について、興味・関心があ

る方（経験不問）

・パソコンができる方

・週2･3回（半日4.5時間）勤務できる

方（火曜休館・夜間勤務あり）

締切　3月20日（金）

勤務場所　大東市民交流センター

　（三俣・大東支所3階）

※詳しくはお問い合わせください。

大東市民交流センター
スタッフ募集
大東市民交流センター
（ 72-1115）

静岡県最低賃金改正の
お知らせ

静岡労働局賃金室
（ 054-254-6315）
磐田労働基準監督署

（ 0538-32-2205）

静岡県内の事業所で働くすべての

労働者（パート・アルバイトなど含む）

に適用される「静岡県最低賃金」が平

成26年10月5日に改正され、765円に

なりました。なお、特定の産業には産

業別最低賃金が定められています（平

成26年12月13日改正）。詳しくは、お

問い合わせください。

「掛川くらしのべんりノート」
ご利用ください

企画調整課（ 21-1128）

新しい「掛川くらしのべんりノー

ト」が発行されました。市役所・各支

所・出張所などの公共機関に置いてあ

りますので、ご利用ください。　
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内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

毎週日曜日9：00～17：00�

毎週火曜日19：00～21：00�

市内テニスコートや体育館�

毎月第1･3木曜日10：00～（A）�

毎月第2･4木曜日14：00～（B）�

街なか再生サロン（連雀）�

3月から平日随時受付�

ひまわり（亀の甲）�

毎週土曜日18：45～20：45�

シオーネ小ホール（大坂）ほか�

小学生対象のクラブです。県内の大会にも

参加しています。見学、体験歓迎。電話また

はEメールでお気軽にお問い合わせください。�

流派にこだわらず生け花を楽しみませんか。

初めての方には基本から指導します。�

　電話で申し込み�

施設内の図書スペースで使用します。児童

書や絵本などをお譲りください。�

　電話または直接来館で受け付け�

第5回定期演奏会（H28.9月予定）にむけて

練習します。経験は問いません（見学歓迎）。�

　電話または直接会場へ�

掛川ジュニアソフトテニスクラブ�
　吉繁（　21-6485）�

Kj_soft_tennis@ybb.ne.jp�

�お花を生けましょう！�
「生け花サークル」�
　　山下（　24-8732）�

�

シオーネ混声合唱団�
新入団員募集�
　　市野（　74-2289）�

本の寄贈にご協力ください�
　　放課後等デイサービス�

ひまわり（　62-0011）�

�

�

小学新3･4年生男女�

6,000円/6か月�

（会場費、保険代など）�

�
どなたでも�

1,000円/回�

（花代）�

�

どなたでも�

どなたでも�

入団金1,000円�

1,500円/月�

（学生500円/月）�
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平成27年2月16日現在の申出額�

 区分 件数 金額（円）�

 個人 156 4,725,000�

 法人 167 88,973,028�

 団体 73 6,146,294�

 合計 396 99,844,322�

�

地震・津波対策寄附金�
多くのご支援�

ありがとうございます�
企画調整課（　21-1127）�

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元コー
ドもしくは市ホームページ下部
の「注目ページ」からご覧いた
だけます。�

広報かけがわH27.3

6月開館予定のステンドグラス美術館（SGM）で活動してみませんか。

内容　作品解説の補助・館内保安・美化活動など

対象

・18歳以上でステンドグラス美術館への理解とボランティア活動に意欲がある方

・作品解説などの研修に参加できる方

応募方法　3月25日（水）までに応募用紙（市役所3階SGM開館準備室で配布また

は市ホームページ内「掛川市ステンドグラス美術館」からダウンロード）を市役

所3階掛川市SGM準備室へ直接提

出または郵送（〒436‐8650 長谷

1-1-1）で応募

※詳しくはお問い合わせください。

掛川市ステンドグラス美術館ボランティア募集
掛川市SGM開館準備室（ 21-1224）

第37次ユージン訪問団
団員募集

NPO法人掛川国際交流
センター（ 24-5595）
glocal@lily.ocn.ne.jp

露地野菜を中心とした農作物の栽

培技術や農業経営に関する職業訓練

です。

対象者　ハローワークで受講が認めら

れた方（離転職者など）で、農業生産

法人への就職を目指す意欲のある方

募集人員　22人（希望者が少ない場合

は中止することがあります）

受講料　無料（テキスト代、保険料、免

許取得費用などは自己負担）

訓練場所　県立農林大学校（磐田市）

訓練期間　5月14日（木）～平成28年

　1月13日（水）※原則祝祭日を除く

募集方法　3月9日（月）～4月17日（金）

にハローワーク掛川で申し込み

平成27年度「農業科」
職業訓練の募集
静岡県立浜松技術専門校

（浜松テクノカレッジ）訓練課
（ 053-462-5602）

自衛官募集
「予備自衛官補（一般）」

自衛隊静岡地方協力本部
袋井地域事務所

（ 0538-43-3717）

社会人や学生でありながら、有事の際

は自衛官として社会貢献をしませんか。

3年以内に50日の教育訓練を行っ

てもらいます。

受付　3月24日（火）まで（必着）

試験　4月10日（金）～14日（火）　

　※いずれか1日を指定します

資格　18歳以上34歳未満

訓練開始　平成27年7月以降

「市民広報レポーター」募集
企画調整課（ 21-1128）

地域の話題を取材した記事や写真、

動画を、市ホームページなどで紹介し

ます。掛川市の魅力を一緒に発信して

みませんか。

対象　20歳以上で市内在住者10人　

（再任可能）

手当　20,000円／年

※詳しくはお問い合わせください。
姉妹都市ユージン市の方たちとの

温かい交流や、生きた英会話を体験し

てみませんか。ユージン市内の学校を

訪問し、教育現場の見学もします。

とき　5月27日（水）～6月2日（火）（5

泊7日）

定員　10人（18歳以上）

費用　約28万円（為替ﾚｰﾄ、燃料税など

による変動があります）

訪問先　米国オレゴン州ユージン市

（ホームステイ3泊）とサンフランシ

スコ

応募方法　3月30日（月）までに電話

またはEメールで応募（応募多数の

ときは要項に準じ決定）

※詳しくはお問い合わせください。

イメージ
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新1年生の交通安全願う
さるぼぼマスコット

▲祈祷を受けたさるぼぼを受け取る榛葉会長（中央）ら

三熊野神社で今春小学校に入学する児童約1,120人
に贈られる「さるぼぼマスコット」の交通安全祈願が
執り行われました。
このマスコットは、掛川市交通安全母の会（榛葉克
子会長）の会員ら約100人が、2か月ほどかけて子ども
たちの交通安全を願い作成したものです。完成した
マスコットは1,150個。榛葉会長は、「子どもたちの無
事な成長を願って届けたい」と祈願を受けたマス
コットを大切そうに受け取りました。

▲アイデアを出し合う参加者たち

2月21日の「インターナショナルオープンデータデ
イ」に先だち、市指定文化財である竹の丸でプレイベ
ントが開催されました。
これは、静岡オープンデータ推進協議会および静
岡県が主催。自治体が公開するデータを自由（オープ
ン）に活用し、どのようなサービスが展開できるの
か。腕に自信のあるプログラマーやシステム開発者、
自治体関係者、研究者などが集まり、アイデアを出し
合いました。

1/28

南北道路大東ルート
「海洋公園線」が開通

▲地元三世代家族を先頭に渡り初め

都市計画道路海洋公園線の開通を祝い、関係者ら約
140人が参加し記念式典が開催されました。

さぎ た いと くり はな づら

今回完成したのは市道鷲田糸繰線から花面橋を結
ぶ区間980m。式典では、千浜幼稚園・千浜保育園の園
児たちも加わってテープカット、くす玉が割られま
した。さらに、地元三世代家族を先頭とした「新船渡
橋」の渡り初めなども行われ、祝賀ムードに包まれま
した。

2/4 大東児童館に雪山！
子どもたちが大はしゃぎ

▲雪山に登ってはしゃぐ子どもたち

大東児童館で児童館まつりと雪まつりが開催さ
れ、多くの親子連れでにぎわいました。
一躍人気を集めたのは駐車場に特設された雪山。
今年も、長野県木曽郡木祖村から約30トンの雪が届
けられました。市内ではなかなか触れることのでき
ない雪を前に、子どもたちは冷たさも忘れおおは
しゃぎでした。

2/1

文化財の中で
オープンデータを考える1/31
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※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）�
�

宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）�

北　部（掛川区域）� 南　部（大東・大須賀区域）�
（有）松井管工 （ 23-0581）�

（株）マツイ健設 （ 23-8691）�

協和水道（株） （ 26-1331）�

（株）巧栄水道 （ 24-7661）�

（株）掛川水道設備 （ 24-8055）�

松田配管工業（株） （ 26-3261）�

（株）浅岡工業 （ 24-2611）�

（有）諸星配管 （ 22-2975）�

（株）トダックス （ 26-2161）�

（有）河村設備工業 （ 74-3920）�

（有）北端工務店 （ 74-2445）�

（有）三久配管 （ 72-5030）�

シンワ設備（株） （ 24-3322）�

（有）静管興業 （ 72-4705）�

（有）土屋設備 （ 48-2093）�

綱取管興 （ 48-2004）�

（有）林配管 （ 72-5515）�

（有）豊設備 （ 72-5630）�

�

4/ 4 （土）�

 5 （日）�

 11 （土）�

 12 （日）�

 18 （土）�

 19 （日）�

 25 （土）�

 26 （日）�

 29 （水・祝）�

4/ 4 （土）�

 5 （日）�

 11 （土）�

 12 （日）�

 18 （土）�

 19 （日）�

 25 （土）�

 26 （日）�

 29 （水・祝）�

�

雨の城下町を疾走！
第2回城下町駅伝

▲掛川城前の緑橋を一斉にスタートし疾走する選手たち

第2回掛川市城下町駅伝競走大会が、連雀・中町商
店街をコースに開催され、10部門192チームが出場し
ました。
小学生は4区間7.2km、中学生以上は4区間12.4km。
冷たい雨の降るなか、選手たちは沿道の大きな声援
を浴びながら懸命にたすきをつなぎました。

2/8
大きく育ってね！
原野谷川でアマゴ放流

▲原野谷川へアマゴの稚魚を放流する親子ら

2/11

住民主体のまちづくりを
南郷でまちづくり協議会設立

▲まちづくり協議会の事業計画などを確認する参加者

南郷地区まちづくり協議会の設立総会が南郷地域
生涯学習センターで開催され、市内2番目となる協議
会が立ち上がりました。同協議会は、既存の活動を移
行する事業、地域課題を解決する事業、地域内分権を
推進する事業の3つを柱にまちづくり計画や事業計
画を策定。住民主体のまちづくりを目指します。

2/14
世界農業遺産を広めよう
茶草場ガイド養成講座

▲茶草場の植物を観察する受講者ら

世界農業遺産「静岡の茶草場農法」の茶草場ガイド
養成講座が東山地区で行われ、市民ら約15人が参加
しました。これは、茶草場の自然などを紹介できる人
を増やそうと、東山地域塾（杉浦敏治塾長）が企画。実
際に茶草場を観察しながら、ガイド計画の作り方の
ポイントを学びました。

2/14

アマゴ放流会が原野谷川上流域で行われ、親子連
れ13組40人が59匹の稚魚を放流しました。
太田川水系の水をきれいにする会と原野谷川漁協
が協力し、昨年11月にアマゴの里親を募集。卵を自宅
の冷蔵庫で育て上げた里親らが、稚魚の入った容器
を川に沈め、水質にならしながら放流しました。
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▲これに乗って僕の大好きなお茶を刈り取るんだね。�

東山口地区�

カワサキ機工（株）�
茶業と農家とともに歩んで110年�

お茶の3杯に2杯はカワサキ技術�

�

�

�

消防意見発表会で最優秀賞　　杉山莉菜 さん�

（黒俣）�
�

傷病者との接し方について�
話す杉山さん。発表会では、�
杉山さんの表現力や着眼点�
などが評価された。�
�
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�

　
取
材
　
1
月
25
日
　
神
永
優
希
（
北
門
）
�

レポーターの�
記事は�

随時掲載中！�
�

二次元コード�
�

スマホでも�
見ることが�
できます。�
�
�

■市の人口（2月1日現在）�

住民基本台帳人口 117,585人 （－96） 58,700人（－53） 58,885人（－43） 41,962（＋24）�

 日本人 114,302人 （－90） 57,166人（－42） 57,136人（－48） 40,476（＋11）�

 外国人 3,283人 （－  6）   1,534人（－11）   1,749人（＋  5）   1,486（＋13）�

人数世帯数（前月からの増減）� 男�
�

女� 世帯数�
�

二次元コード�
携帯電話webサイト�
「モバイル掛川」�

3
・
4
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き 3/14（土）・22（日）、4/11（土）・26（日）�

 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　3/24（火）、4/28（火）13：00～（事前予約制）�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�
と　き　3/17（火）9：30～11：50、13：00～16：00、4/21（火）9：30～13：20�

ところ 市役所北側駐車場�

※使用している薬（外用薬を含む）の名前をうかがいます。�

��

�

▲燃え盛る歳戸木の火の粉と煙をあびて身を清める�
�
�

「

地

域

防

災

と

女

性

力

」

「

地

域

防

災

と

女

性

力

」

�

�「

地

域

防

災

と

女

性

力

」

�

�

市ホームページの検索�
掛川  市民広報レポーター�

検索�

徳
育
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
地
域
防
災
に
女
性
力
〜
大
切
に
し

た
い
男
女
の
視
点
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

54
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
�

講
師
は
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
の

鳥
羽
茂
さ
ん
。
東
日
本
大
震
災
で
の
実
話
を
交
え
な
が
ら
、

「
避
難
所
で
は
女
性
用
ト
イ
レ
を
配
置
し
、
女
性
用
品
は
女
性

が
配
布
す
る
な
ど
の
配
慮

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
な

ど
、
女
性
の
視
点
の
大
切

さ
、
自
主
防
災
会
に
女
性

役
員
の
導
入
が
必
要
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
�

掛
川
市
で
は
将
来
的
に

35
％
の
女
性
防
災
委
員
を

目
指
し
て
い
る
と
市
職
員

か
ら
説
明
も
あ
り
、
女
性

の
活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
�

各地域で密着し
た「市民広報レポー
ター」の記事（写真・
映像）を市ホーム
ページで紹介して
います。�
ここを覗けば市内
の「今」が見えてく
るかもしれませんよ。�

のぞ�

自
宅
で
育
て
た
渓
流
魚
ア
マ
ゴ
の

稚
魚
放
流
会
を
取
材
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
が
泣
き
な
が
ら
稚
魚
を
送
り

出
す
姿
が
印
象
的
で
、
自
然
環
境
の

啓
発
は
、
知
識
も
大
切
で
す
が
、
ま

ず
は
現
場
で
実
体
験
す
る
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
�

3
月
、
全
国
各
地
で
渓
流
釣
り
が

解
禁
と
な
り
、
太
公
望
が
一
斉
に
川

へ
繰
り
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で

魚
釣
り
に
出
か
け
て
い
た
だ
き
、
大

自
然
の
中
か
ら
多
く
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
・・・
私
も
渓
流

釣
り
に
早
く
行
き
た
い
な
。
 
（
湯
）�

�

▲女性の参画の必要性を訴える鳥羽さん�
�

と
�

ば
�
し
げ
る
�

厳
寒
の
夜
に
響
く
除
夜
サ
の
声
�

伊
手
熊
野
神
社
蘇
民
祭
�

�

ジ
ョ
�
ヤ
�

い
�
で
�

�

奥
州
市
江
刺
区
の
伊
手
熊
野
神
社
蘇
民

祭
が
、
1
月
17
日
夜
か
ら
翌
未
明
に
か
け

て
同
神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

4
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
祭

り
は
、
厄
払
い
と
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
、
毎
年
1
月
の
第
3
土
曜
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

気
温
が
氷
点
下
5
度
前
後
ま
で
冷
え
込

む
中
、
厄
年
を
迎
え
た
年
祝
連
な
ど
約
50

人
の
男
衆
が
掛
け
声
と
と
も
に
登
場
。
「
火

た
き
登
り
」
で
は
高
さ
3
㍍
ま
で
丸
太
を

積
み
上
げ
た
歳
戸
木
に
登
り
「
ジ
ャ
ッ
ソ
ー
」

「
ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
気
勢
を
上
げ
、
伊
手
の

夜
を
熱
く
焦
が
し
ま
し
た
。
�

さ
い
�
と
�
ぎ
�

と
し
�

れ
ん
�

い
わ
い
�
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